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風水害から身を守るために

気象情報に注意し、早めの対応を

注意したい場所は

梅雨や台風の時期には十分な警戒を

土砂災害に気をつけましょう

　気象情報は刻々と変化していきます。正しい情報に基づき早めの対応を心がけましょ

う。家族や地域で協力し合い、対応することが被害の抑制につながります。

　土砂災害は雨量が多くなるほど発生しやすくなるため、梅雨や台風の時期は十分な警戒が必要

です。日頃からこのような災害を予測し、事前に備えておくことが被害の軽減につながります。

　土砂災害が起きやすい箇所は多数存在しています。台風や集中豪雨によって大きな被害

を受けることが考えられますので、地域ぐるみで十分な注意が必要です。

大雨が降りだしたら

洪水のときの避難方法

○地域の防災広報に注意

し、近くの川の水位上

昇にも注意しましょう

○がけ地や河川の近くで

は、早めに避難の準備

をしましょう

○地域の水防活動に協力

しましょう

・はきものは、ひもでしめられる運動靴

・はぐれないようにロープでつながって

・腰まで水があったら水の中を歩かない

・長い棒をつえがわりに水面下の足元に注意

・お年寄りは背負って、幼児は浮き袋などを利用する

地すべり 斜面崩壊 土石流
　粘土などのすべりやすい層を境に、

その上の土がそっくり動き出す現象。

【前ぶれ】
・地面にひび割れができる

・地面の一部が陥没する

・沢や井戸の水が濁る

・がけや斜面から水が噴き出す

　がけ崩れ、山崩れなど。突発的か

つ急速に起こることが多いのが特徴。

【前ぶれ】
・小石がバラバラと落ちてくる

・がけから水が湧いてくる

・がけにひび割れができる

　土石と水が一体となって流れ落

ちる現象。

【前ぶれ】
・山鳴りや木立の裂けるような音、

ドンといった音がする

・雨が降り続いているのに、川の

水が急に減り始めたり、川の水

が濁り、流木が流れてくる

・気象情報を聞く

・状況によっては、遠出や外出を中止する

・避難場所について再確認をする

・勤務先にいる家族などと連絡をとり、非常時に備える

・防災関係機関などの広報をよく聞いておく

・家財道具、食料品、ふとん、衣類などの生活に欠かせな

いものを安全な場所へ移動する

ここがポイント！事前の備え

扇状地 造成地

山岳地帯 河川敷

　山間部の集中豪雨からの土石流に要

注意。早めの避難の準備を

　地盤がゆるみ、崩れる危険がある。水

抜き穴から濁り水が出始めたら要注意

　豪雨による山崩れに用心する。特に木の

少ない山間部は、土石流に対する警戒が必要

　昔、河川敷だったところや河川の流

域は、洪水への対策を万全に

▲昭和 47年 7月　天草大水害▲平成 24年７月　九州北部豪雨

【問合せ先】総務課危機管理防災室　☎ 0964（26）5544



まち わだいの

　５月 11 日、大矢野自然休養村管理センターで上天草

市郷土史研修同好会（切通唯市会長）の主催により「大

矢野土突き唄」の披露がありました。

　この土突き唄は、建物を建築する際の土（基礎）固め

の時に歌われるもので、大矢野町に古くから伝えられて

きました。昭和 40 年代ごろまで盛んに行われ、大きな

旅館などの建設時には、唄い手が交代で一晩中歌うこと

もあったそうです。

　今回、この土突き唄を披露した佐伯達義さん（大矢野

町）は、自身が幼い頃に父親が歌っているのを耳で覚え

たといい、「今では歌える人は数人しかいないが、この

唄を後世に継承してほしい。」と話していました。

柳地区で竹あかりイベント開催

「大矢野土突き唄」の披露

幻想的な雰囲気を堪能

地域の伝統を継承して

上天草市漁業者クラブ
　４月 16 日、大矢野町中柳地区にある森宗意軒神社で

竹あかりイベントが行われました。

　これは、地区住民の有志がまちづくりの一環として、

今年初めて取り組んだもので、夕刻になると手づくりの

竹灯篭に灯かりがともされました。

　訪れた人は幻想的な雰囲気の中、ゆったりとした時間

を過ごしました。

　地元区長の堺末廣さんや地区住民からは、「次は、竹

あかりの本数を増やしたり、デザインを工夫して、盛り

上がるイベントとして継続していきたい」との声が聞か

れました。

柳地区で竹あかりイベント開催

「大矢野土突き唄」の披露

４／

５／
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　５月 18 日、龍ヶ岳町大道赤崎地区の漁港で新造船の

進水式が行われました。これは「船おろし」とも呼ばれ、

同地区では 10 年ぶりとなるものです。

　完成した船は尾上水産（尾上秀張社長）の作業船「第

十秀伸丸」で全長約 17㍍・総トン数 13㌧、クレーンを

備え、養殖が盛んな同地区でタイやカンパチ、シマアジ

などの出荷や網の交換などに活躍します。

　大漁旗をたなびかせながら近づいて来た船は、昔から

の習わしどおりに沖を右回りに３度旋回。その後、同漁

港の漁民広場で集まった約 100 人が見守る中、港に着

けると完成を祝う餅投げを行い、地域の人々にお披露目

が行われました。

大道漁港（赤崎地区）で進水式 平成25年度まちづくり実践発表会　　

10数年ぶりの
新造船を祝う

まちづくり活動の
成果を発表

大道漁港（赤崎地区）で進水式

５／ ４／

　４月 25 日、市役所大矢野庁舎でまちづくり実践発表

会が開催されました。

　これは、平成 25 年度にまちづくり事業に取り組んだ

団体が活動内容とその成果を発表するもので、「上天草

市商工会」、「上天草市ＹＯＳＡＫＯＩハイヤ祭り実行委

員会」、「倉江川地域活性化協議会」の３団体が発表を行

いました。

　「上天草市商工会」は、配達、御用聞き、買物代行な

どが可能な事業所を冊子型の買物支援マップとしてまと

め、全世帯へ配布したことを報告。「今後も買物困難者

の解消と市内商店の活性化に貢献したい」と発表しまし

た。

18 25
ママ応援センター野外授業

泥だらけになって
田植え体験

ママ応援センター野外授業

５／

　５月 14 日、大矢野地区子育て支援センターの野外授

業の一環としてママ応援センターが田植え体験を実施

し、あそか保育園・あゆみ保育園・たから保育園・光保

育園の園児ら約 50 人が、生産者の平山明広さんの所有

する田んぼ 10 アールに仲良く一列に並んでもち米（カ

グラモチ）の苗を植え付けました。

　この田んぼは無肥料・無農薬で管理され、９月ごろに

収穫 300㌔ほどを見込んで稲刈りが行われるとのことで

す。

　参加した大見香奈ちゃんは「いっぱい汚れたけど楽し

かった」と今日の感想を笑顔で話してくれました。

14

100歳表彰おめでとうございます
　和田義盛さん、倉田登さん、立石ハリエさんの３人が

１００歳を達成され、市から表彰状とお祝いが渡されま

した。

和田義盛さん
大矢野町上

大正３年３月５日生

立石ハリエさん
龍ヶ岳町高戸

大正３年３月 27日生

倉田登さん
大矢野町上

大正３年３月 24日生

平成25年度まちづくり実践発表会　　
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種　類 ※用意するもの 日 対象者（月生） 受付時間
２カ月児学級 バスタオル 24木 H26. ５

午後１時～
午後１時15分

3～4カ月児健診 バスタオル １火 H26. ３

6～7カ月児健診
ハンカチ
または

ハンドタオル
８火 H25. 12

１歳６カ月児健診 尿 15火 H24. 12

２歳児歯科健診
歯ブラシ

（仕上げ磨き）
17木 H24. ７

３歳児健診
聴力・視力
検査用紙

22火 H23. ６

【場所】上天草市保健センター（松島町合津 7915 番地１）
【用意するもの】母子健康手帳と問診票は、いずれの健診・学級でも必ず持参ください。
 ※２歳児歯科健診の問診票は健診会場で配布します。

乳幼児健診（７月）

日祝日在宅医（６・７月）

育児相談 ・母子健康手帳交付 （７月）

場　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

大矢野窓口センター
７月、14月
22火、28月

午前９時 30 分～午前 11 時
（午前９時 30 分～ 45 分）

上天草市保健センター
随時交付（手帳）

16水（相談） 午前９時 30 分～午前 11 時

姫戸統括支所 18金 午前９時～午前 10 時
（午前９時～ 15 分）

龍ヶ岳統括支所 18金 午前10時 30分～午前11時 30分
（午前 10 時 30 分～ 45 分）

【用意するもの】　印鑑（手帳）
※交付日以外でも上記窓口で随時母子健康手帳の発行を行っています。この場合、

健康づくり推進課から後日連絡をし、保健師・栄養士による保健指導を行います。

上天草市住民健診のお知らせ

日程 場所 日程 場所

11 日
大道老人福祉セ

ンター
18・19 日 阿村体育館

12 日 上天草総合病院 22 日 今泉交流センター

13 ～ 15 日 姫戸体育館 23 日 内野河内集会場

16 日
樋島老人福祉セ

ンタ－
24 日 教良木出張所

17 日
姫戸老人福祉セ

ンター

種 類 日 実施時間
精神保健相談 ３木、17木 午後 2時～

【場所】天草保健所相談室　☎ 0969（23）0172　※要予約

福　祉（７月）

がんサロン（７月）
日 実施時間

25 日金 午後１時 30 分～午後３時 30 分

【場所】上天草総合病院６階講堂　☎ 0969（62）1122

小児救急電話相談
短縮番号（＃ 8000） 毎日 午後７時～午前０時

ダイヤル回線の場合　☎ 096（364）9999

夜間の子どもの急病時

■問合せ先
　健康づくり推進課成人保健係　☎ 0969（28）3356

■問合せ先
　健康づくり推進課健康増進係☎ 0969（28）3381

【診療時間】　午前９時～午後５時 ※診療時間外は事
前に電話連絡をお願いします。上表は５月 28 日現在

の予定表です。都合により変更することもありますの

で、健康づくり推進課までお尋ねください。

日 病院名〈診療科目〉（所在地）電話番号

22

宮崎外科胃腸科医院
〈外・消〉

（大矢野町上）
☎ 0964（56）0600

姫戸医院〈内〉
（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3583

29

佐々木整形外科
〈整〉

（大矢野町中）
☎ 0964（56）5550

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3102

６
中村達男医院〈内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）0006

竹中医院〈内〉
（姫戸町二間戸）
☎ 0969（58）2148

13

吉田クリニック
〈内〉

（大矢野町中）
☎ 0964（57）0246

上天草総合病院
〈内〉

（龍ヶ岳町高戸）
☎ 0969（62）1122

20

しまだ小児科
〈小・内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）0005

春田医院
〈外・内・小〉

（松島町阿村）
☎ 0969（56）0052

21 中村医院〈内〉
（大矢野町上）
☎ 0964（56）0003

27
毛利医院〈内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）2111

やまうち医院
〈小・内・ア〉

（松島町阿村）
☎ 0969（56）0899

～集団健診が始まります～
「歯と口」は健康・元気の源！

～ 6月は歯と口の健康週間」～

　「８０２０（ハチマルニイマル）運動」をご存じ

ですか？

　これは、平成元年から厚生労働省（当時は厚生省）

と日本歯科医師会が推進している「80 歳になって

も 20 本以上自分の歯を保とう」という運動です。

20 本以上の歯があれば、食生活にほぼ満足をする

ことができると言われています。

　歯と口は健康に生きていく力を支えるものです。

歯科疾患の予防や歯と口の健康を保持する取組み

は妊娠中から必要になります。「歯と口の健康週

間」の６月に自分の「歯と口」について考えてみ

ませんか？

　「歯と口」の病気で多い歯周病は、早産や低体

重児の出産を引き起こす原因の１つです。

　また、上天草市はむし歯のある幼児が多い（平

成 23 年度県内ワースト２位）状況にあります。

　対策として、市では独自に以下の２つの補助事

業を実施しています。ぜひ活用してください！

　毎年６月は「食育月間」、毎月 19 日は「食育の日」
です。日頃、私たちの生活で最も身近な「食」につ

いて、関心を持って食事をしていますか？

　私たちが毎日食べたものは消化・吸収され、私た

ちのからだを作っています。何をどれだけ食べたら

よいのか、自分に必要な量を知り適度に運動するこ

とは、子どもたちだけでなく大人にとっても、健康

な体を生涯維持する上でとても重要です。

　やせたり、太ったり、というのは日頃の食事の結

果です。自分の適正体重（ＢＭＩ）を知り、定期的

「食べること」は「生きること」

※ 8月以降の日程は広報 7月号に掲載します。

申し込みいただいた人には健診の 2週間ほど前に郵

送にて問診票を送付します。

また、申し込みをいただいていない人も受診できま

すのでお問い合わせください。

■ 7月の健診日程表

歯周病があると、
早産になる確率が約７倍！

●対象　上天草市に住所がある妊婦
●内容　妊娠届けを提出した人に
「受診券」を交付します。安定期

になったら早目に受診しましょ

う。

妊婦歯科健康診査受診券交付事業

フッ素は歯の質を強くし、
むし歯菌の働きを抑えます

●対象　上天草市に住所がある幼児
●内容　１歳６カ月児健診の時に「フッ化物歯
面塗布券」を４回分交付します。

　上天草市内の歯科医院に塗布券を提示するこ

とで無料でフッ化物歯面塗布が受けられま

す。有効期限は３歳６カ月までです。　　

幼児フッ化物歯面塗布事業

■問合せ先
　健康づくり推進課健康増進係☎ 0969（28）3381

に体重測定をして、日々の活動に見合った食事量

を心がけましょう。

～食育月間・食育の日～

妊娠したら歯科健診を受けよう！

適正体重（ＢＭＩ）＝身長 ( ｍ ) ×身長 ( ｍ ) × 22

ＢＭＩ値＝体重（㎏）÷（身長（ｍ）x身長（ｍ））
　　　　　　　　　（適正値 18.5 ～ 25 未満）

健康ガイド健康ガイド
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診 療 案 内

市立病院
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月 火 水 木 金

内 科

代謝内科

再来
樋口
坂本
和田

大村
和田
山城

坂本
大村

樋口
和田
山城

坂本
山城

新患

國友

國友

下村

志摩
（10 時～）

國友

下村

応援
医師

代謝内科

熊大
（第１・３）

循環器内科 脇田

外　　科
消化器科

福田 城野
福田
蓮尾

城野 蓮尾

整形外科 藤松 上原 藤松
森山

（久米）
藤松

小児科 田原

産婦人科
姫野
桑原

桑原
姫野
桑原

姫野
（桑原）

耳鼻咽喉科 熊大 熊大

眼　科 竹下 竹下

皮膚科 尹

泌尿器科 小川

超音波・内視

鏡センター

蓮尾
城野

福田
蓮尾

城野
和田    

福田
蓮尾

城野
福田

歯科・口腔外科 福田

月 火 水 木 金

夕方外来

（内科）

大村
和田

坂本
山城

教良木診療所 大村 坂本 樋口 応援 國友

●受付は、午前８時 30 分から午前 11 時 30 分

までです。

●眼科の毎週水曜日の診療は休診となります。

●整形外科の木曜日は午後２時から午後５時ま

で診療（予約制）を行います。

●歯科口腔外科は月から金曜日の午後も診療を

行います。

●脳外科は第２・４水曜日の午後２時から診療

（予約制）を行います。

●内科は火・木曜日の午後５時から午後６時ま

で診療（予約制）を行います。

●泌尿器科は毎週火曜日に診療を行います。

●代謝内科は毎週木曜日の午前中と午後３時か

ら午後６時まで診療を行います。

●診療案内は都合により変更となる場合があり

ます。ご了承ください。

【問合せ先】　上天草総合病院

　☎　0969（62）1122（代表）

　FAX　0969（62）1546

　ホームページアドレス

　http://www.cityhosp-kamiamakusa.jp

はじめまして

膀
胱
脱
や
尿
も
れ
な
ど
女
性
特
有
の
疾
患

～
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
～

　

当
科
で
は
日
本
産
婦
人
科
学
会
の
産
婦

人
科
専
門
医
と
し
て
、
膀
胱
脱
、
子
宮
脱
、

直
腸
瘤
、
尿
失
禁
な
ど
の
検
査
や
手
術
、

生
活
習
慣
病
（
脂
質
異
常
症
、
骨
粗
鬆
症
）

上天草市立上天草総合病院
産婦人科部長　桑原　三郎

上天草看護専門学校の入学式を終えて

　私が看護師になろうと思ったきっかけは、母と祖母が看護師をし

ているからです。家で二人が専門的用語を使いながら医療の話をし

たり、家族が病気になった時に戸惑うことなくテキパキ看護を行う

姿を見て、私も母や祖母のようになりたいと思いました。そこで、

中学・高校時代に病院の看護体験に何度か参加しました。看護師の

仕事は身体のケアだけでなく、心のケアも重要だということに気づ

くことができました。

　私が上天草看護専門学校に入学することを決めたのは中学２年生

の頃でした。看護体験先の看護師さんや母の勧めがあり、本校につ

いていろいろ調べていく中で看護師として、人としての豊かな人間

性を学び身に着けることができると知り、本校を受験することを決

めました。高校入学後も進学課外を受け頑張り、無事に入学が決まっ

た時の達成感は一生忘れません。

　先日、入学式を終えましたが、これから看護に関して専門的な知

識や技術を学べることをとても楽しみにしています。将来は救急病

棟で仕事をしたいと思っています。患者さまの一刻を争う危険に携

わり、一番近くで命を救えるからです。また常に最新の医療技術を

学ぶことにとても魅力を感じます。私は、看護師としての質の高い

医療技術を身につけ、患者さまやその家族の心も支えていきたいで

す。高校時代から心理学にとても興味があり、本校でも授業のなか

だけでなく、個人的にも心理学を学んでいきたいと思います。

　これから３年間で多くのことを学び看護師としての技術や知識、

人としての人間性を身につけていきたいと思います。

38 期生１号　赤星恵利香

▲上天草看護専門学校入学式

の
相
談
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
症
状

が
改
善
す
る
こ
と
で
、
生
活
が
快
適
に
な

り
、
気
持
ち
も
楽
に
な
り
ま
す
。

　

膣
か
ら
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
よ
う
な
も
の
が

垂
れ
下
が
っ
た
り
、
踏
ん
張
っ
た
拍
子
に

何
か
が
膣
の
外
に
出
て
く
る
場
合
は
膀
胱

脱
や
子
宮
脱
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
症
状
は
一
般
的
に
午
前
中
よ
り
も

活
動
し
た
午
後
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。放
っ

て
お
く
と
排
尿
困
難
や
慢
性
の
膀
胱
炎
に

な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
一
度
診
察
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
便
秘
の
原
因
に

も
な
る
直
腸
瘤
は
、
当
院
の
修
復
手
術
で

は
子
宮
を
摘
出
す
る
こ
と
な
く
、
脱
出
し

た
臓
器
を
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
メ
ッ
シ
ュ
と

い
う
素
材
を
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
よ
う
に
使
い

引
き
上
げ
ま
す
。（
メ
ッ
シ
ュ
手
術
）
膣
か

ら
の
手
術
で
お
腹
に
傷
は
つ
き
ま
せ
ん
。

　

従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
手
術
も
可
能

で
す
。
膣
か
ら
子
宮
を
摘
出
し
、
膣
と
膀

胱
を
支
え
て
い
る
筋
膜
を
縫
縮
、
最
後
に

直
腸
と
膣
を
支
え
て
い
る
筋
肉
（
肛
門
挙

筋
）
を
補
強
す
る
手
術
で
す
。
子
宮
を
摘

出
す
る
た
め
に
子
宮
を
支
え
て
い
る
靱
帯
、

筋
膜
を
補
強
し
や
す
い
と
い
っ
た
利
点
が

あ
り
ま
す
。
当
然
、
膣
壁
以
外
に
は
傷
が

残
ら
な
い
た
め
、
美
容
上
も
す
ぐ
れ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
の
手
術
も
、
術
後
は
10
日

間
で
退
院
と
な
り
ま
す
。
保
険
適
応
と
な

▲龍ヶ岳山頂から見た上天草総合病院

　平成 27 年度の職員採用試験を次のとおり実施します。

●募集職種　助産師 1 人、看護師 10 人程度、薬剤師 1 人、放射

線技師 1 人

●応募資格　

○助産師免許証取得者または来春助産師養成施設機関卒業見込みの人

○看護師免許証取得者または来春看護師養成施設機関卒業見込みの人

○薬剤師免許取得者または来春薬剤師養成施設機関卒業見込みの人

○放射線技師免許取得者または来春放射線技師養成施設機関卒業見込

みの人

●受付期限　７月 18 日（金）必着

●提出書類　

○履歴書

○各種免許証の写しまたは卒業見込書

○健康診断書（６カ月以内のもの）

●試験日時　７月 26 日（土）10 時開始

●試験内容　小論文・面接

●申込・問合せ先　上天草総合病院総務課　☎ 0969（62）1122

平成 27年度上天草総合病院職員を募集

り
約
22
万
円
ほ
ど
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
尿
も
れ
の
治
療
に
も
力
を

い
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
や
出
産
、
加
齢
な

ど
が
原
因
と
さ
れ
、
女
性
の
約
半
数
が
悩

み
を
抱
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ま
の
症
状
に
よ
っ
て
、
投
薬
や
体

操
な
ど
の
治
療
お
よ
び
手
術
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
少
し
で

も
立
て
れ
ば
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
何
か

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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生
涯
学
習

心
豊
か
な
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ

　

図書の寄贈について

　８人にご寄贈いただきました。ありがとうございま

した。

■図書館おはなし会（30分～１時間）
【中　央】７月 12 日（土）午後２時から
【大矢野】６月 21 日（土）午後２時から
【大矢野】７月 12 日（土）午後２時から
【姫　戸】７月 12 日（土）午前 10 時から
【龍ヶ岳】６月 21 日（土）午後２時から
【龍ヶ岳】７月 19 日（土）午後２時から
【対　象】　幼児～小学校低学年
※日程・場所変更の場合がありますので、各館まで確認

をお願いします。

■赤ちゃんおはなし会（約 20分）
【日　時】７月３日（木）　午前 10 時 30 分～
【場　所】アロマ視聴覚室

（ ア ロ マ 視 聴 覚 室 ）

（大矢野森記念図書館２階）

（大矢野森記念図書館２階）

（ 姫 戸図書館）

（龍ヶ岳図書館）

（龍ヶ岳図書館）

【問合せ先】　社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

移動図書館巡回日

●６月…18 日（姫戸）、25 日（龍ヶ岳）

●７月…２日（大矢野）、９日（松島）

※雨天の場合は翌日に延期します。ご利用をお待ち

しています。詳しい場所・時間や雨天の場合はお問

い合わせください。

七夕かざりを作ってお願いごとをしよう！

■期日　８月７日（木）～９日（土）２泊３日
■場所　白嶽森林公園キャンプ場（現地集合・
現地解散）

■対象者　小学生（市内在住の児童）
■定員　24 人（定員になり次第、締め切り）
■参加料　8000 円（宿泊代、食事代、教材費など）
■申込方法　住所、氏名、年齢、学校名を、電
話もしくはウェブサイトからお申し込みくだ

さい。後日、関係書類を送付いたします。

■問合せ先　イーフレンズオフィス（社会
教育課内）☎ 0969（28）3361
WEB　http://www.efriendseigomura.com/

■申込期間　７月１日（火）～ 22 日（火）
■キャンセル　キャンセルの場合は７月 31
日（木）までにご連絡ください。

　上天草市英語村「E-Friends（イーフレンズ）」

では、次のとおりサマーキャンプを開催しま

す。

　キャンプでは、県内からたくさんの外国人

の先生が集まります。みんなで一緒に過ごし、

クラフト作りやトレジャーハンティング（宝

探し）などの楽しい活動を通して、異文化に

触れてみましょう！

　皆さまのご参加をお待ちしています。

　もう少しで七夕の季節になります。きれいな天の川が

見えるといいですね。そんな七夕に向けて、市内の４つ

の図書館ではささ竹を飾ります。皆さまの願い事を短冊

に書いたり、素敵な飾りを作ってみませんか。

●期間　６月 21 日 ( 土 ) から７月６日 ( 日 ) まで
※森記念図書館では期間内の土・日曜日に飾りつけコー

ナーを出します。

※龍ヶ岳図書館ではお願いごとの短冊のみ受付けます。

●時間　午前 10 時から午後５時まで
※中央図書館は午後６時まで（土・日曜日は午後 5時

まで）

　短冊やペンなどは用意

しています。お気軽に来

てください！

　上天草市英語村「E-Friends（イーフレンズ）」では、

外国の文化や考え方に触れることにより豊かな国際

感覚を養うことを目的として小学生を対象としたサ

マーキャンプを開催します。

　このたびキャンプ参加児童の生活指導などを行っ

ていただく日本人リーダーを募集します。　

■期日　８月７日（木）～９日（土）２泊３日
■場所　白嶽森林公園キャンプ場
■対象者　18 歳（高校生およびキャンプ参加児童の
ご家族は不可）以上

■定員　８人
■業務内容　参加児童の生活全般および外国人講師
のサポート

※英語が話せなくても問題ありません。

■謝礼金　１万 1250 円
■申込方法　電話にてお申し込みください（詳しい
内容についてはお問い合せ下さい）

「Ｅ－Ｆｒｉｅｎｄｓ」サマー
キャンプ日本人リーダー募集！

　毎年７月 20 日から８月 31 日までの 43 日間、全国 43

会場において体操会を、夏休みの期間中の青少年および市

民の皆さまの健康づくりに役立てるため、かんぽ生命、Ｎ

ＨＫおよびＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟が共同で開催し

ております。

　この度、当市におきまして開催決定となり、以下のとお

り開催しますので市民の皆さまのご参加をお願いします。

■日時　７月 27 日（日）午前６時～午前６時 40 分
■場所　松島総合運動公園陸上競技場（晴天時）
　　　　松島総合センター「アロマ」（雨天時）

「夏期巡回ラジオ体操・みんな
の体操会」を開催します

■問合せ先　社会教育課スポーツ推進係
　☎ 0969（28）3380

「Ｅ－Ｆｒｉｅｎｄｓ」サマーキャンプ参加者募集！「Ｅ－Ｆｒｉｅｎｄｓ」サマーキャンプ参加者募集！

■申込・問合せ先　社会教育課内「イーフレンズオ
フィス」

　☎ 0969 (28) 3361

【全館共通】
●休館日 ６月 16 日、23 日、30 日
７月１日、７日、14 日、22 日、28 日、31 日
※全館ともに、毎月最後の日は「館内整理日」で
　お休みです。
※月曜日が定期休館日（祝日の場合は翌日）とな
ります。

中央図書館 ☎0969（56）0777【アロマ呼出】
•開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

大矢野森記念図書館 ☎0964（56）3363【図書館直通】
•開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

姫戸図書館 ☎0969（58）2111【姫戸統括支所呼出】
•開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）

龍ヶ岳図書館 ☎0969（62）0930【図書館直通】
•開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）

今月の本
ほ ん

テーマはコレっ！

６月のテーマ「おとうさん・おじいちゃんは
やっぱりすごい！」

７月のテーマ　「海は広いな大きいな！」

報報情

図書館だより
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去
る
６
月
１
日
に
、
２
年
に
一

度
の「
上
天
草
市
消
防
操
法
大
会
」

を
松
島
庁
舎
駐
車
場
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
大
会
に
出
場
し
た
消
防

団
員
の
皆
さ
ま
は
、
早
い
と
こ
ろ

で
は
３
月
か
ら
仕
事
終
了
後
の
訓

練
に
取
り
組
ま
れ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
出
場
し
て
い
な
い
消

防
団
員
の
皆
さ
ま
に
も
、
訓
練
の

手
伝
い
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
ず
も
っ
て
、
市
の
消
防
団

員
の
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。優
勝
さ
れ
た
の
は
、

第
15
分
団
員
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
15
分
団
は
旧
姫
戸
町
の
消
防

団
で
す
が
、
旧
姫
戸
町
内
の
消
防

団
は
、
市
操
法
大
会
に
お
い
て
、

全
６
回
の
う
ち
４
回
優
勝
し
、
出

初
式
で
の
放
水
競
技
や
通
常
点
検

の
成
績
も
毎
年
上
位
に
入
賞
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
市
内
消
防
団
員

の
皆
さ
ま
が
承
知
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

旧
姫
戸
町
は
、
旧
町
内
に
消
防

署
が
な
い
こ
と
と
、「
47
災
害
」

と
呼
ば
れ
る
昭
和
47
年
７
月
の
豪

雨
災
害
の
被
災
地
で
も
あ
り
、
上

天
草
市
内
で
も
特
に
防
災
意
識
の

高
さ
が
顕
著
な
地
域
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
団
員

の
団
結
力
の
向
上
や
人
材
の
育
成

な
ど
の
不
断
の
取
組
み
に
力
を
注

が
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
本
大

会
に
お
け
る
素
晴
ら
し
い
成
績
に

も
繋
が
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
市
消
防
団
の
模
範
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
の

到
来
を
間
近
に
控
え
ま
す
。
幸
い

平
成
19
年
以
降
、
台
風
の
九
州
上

陸
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
備
え
有

れ
ば
患
い
な
し
」
と
い
う
言
葉
も

あ
り
ま
す
。
何
事
も
な
い
時
に
こ

そ
、
万
全
の
準
備
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
市
消
防
団
員
の
皆
さ
ま

に
は
、地
域
防
災
の
要
（
か
な
め
）

と
し
て
、
引
き
続
き
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
８
月
に
人
吉
市
で

開
催
の
県
大
会
に
出
場
さ
れ
る
第

15
分
団
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
）
と

第
14
分
団
（
ポ
ン
プ
車
操
法
）
の

ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

す
。

vol.85

上
天
草
市
長

川 

端 

祐 

樹

防
災
意
識
の
高
揚
を
！

〜
「
第
６
回
上
天
草
市
消
防
操
法
大
会
」
を
開
催
〜
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【表彰の種類】　善行賞

【表彰の事由】　平成 26 年 1 月７

日の深夜、龍ヶ岳町の自宅近く

の漁港で、釣りをしていて海に

転落した男性（熊本市）を救助。

男性を自宅で入浴させ、軽食と

着替えを与えて介抱した。就寝中に助けを求める

声に気づき、暗闇の漁港を必死に捜索し、早期に

発見・救助することで一命をとりとめることがで

きた。

【本人から一言】

　たまたま助けを求める声に気づき、助けることが

できてよかったです。

平成 25年度

職 員 表 彰

　上天草市職員等表彰規程により平成 25 年度の職員表彰が行なわ

れ、川端市長から表彰状が手渡されました。

　この規程は、本市の職員または職員で構成する組織などで顕著な

功績があり、他の職員の模範となる業績または善行があった者を表

彰するもので、職員の勤務意欲を高揚し業務能率の向上を図ること

を目的としています。

　表彰を受けたのは、次の２人です。

　

　観光おもてなし課　　川端 彰　参事 観光おもてなし課　　西釜 裕也　参事

【表彰の種類】　優秀賞

【表彰の事由】　「九州オルレ」の募

集に当たり、他の自治体よりい

ち早く着目し、関係団体や地域

住民と協力し、コースの選定や

コースづくりを行い、「天草・維

和島コース」、「天草・松島コース」の認定に尽力。

１つの自治体に２つのコースがあるのは、本市の

みであり、国内外に認知度向上を図り、市の観光

振興に多大な貢献があった。

【本人から一言】

　今回の表彰を糧に、さらなる上天草市のＰＲに努

め、日々の業務に励んでまいります。

【日時】
　７月５日（土）　午前９時３０分開会

【場所】
　上天草市松島総合センター「アロマ」ホール

【記念講演】
○演題　『インターネットに潜む危険』～その仕組み

を知ることで防げる被害～

○内容　スマートフォンやインターネットの利用の現

状と危険性を理解し、その利用において被害者や加

害者にならないための対処法など

○講師　嶋田　亜紀氏（ＮＩＴ情報技術推進ネット

ワーク所属兵庫県サイバーパトロールモニター）

○その他　ＩＣＴの利活用方法などの紹介・体験ブー

スを設置します。

【申込方法】
　申込みは不要です。お気軽に

ご来場ください。

【申込・問合せ先】　
　社会教育課生涯学習係

　☎ 0969（28）3361

　　～ 「上天草市青少年育成市民大会」 「第６４回社会を

　地域全体が青少年の健全な育成に寄与するとともに、全ての人々が人権尊

重の理念に対する理解を深めることで、犯罪のない安全で心豊かに暮らせる

社会を実現するために「上天草市青少年育成市民大会」、「第 64 回社会を明る

くする運動推進大会」開催します。

　多くの市民の皆さまのご来場をお待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　明るくする運動推進大会」 を開催します～

嶋田 亜紀　氏

　

ま
だ
強
い
日
差
し
が
残
る
放
課

後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
部
員
ら
が

懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追
う
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
上
天
草
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
４
人
を
含
め
部

員
は
18
人
。
こ
の
日
も
試
合
に
向

け
て
、
実
戦
さ
な
が
ら
の
練
習
に

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
は
初
心
者
で
も
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
勝
つ
た

め
に
は
個
人
の
力
と
と
も
に
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
、
悪
い
試
合

展
開
に
な
っ
て
も
負
け
な
い
精
神

力
が
必
要
。
部
活
動
で
は
、
サ
ッ

カ
ー
を
通
し
た
人
間
的
な
力
の
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
克
（
か
つ
）」
と
い
う
テ
ー
マ

は
顧
問
の
松
岡
剛
先
生
が
提
案
、

そ
の
テ
ー
マ
を
ど
う
実
現
す
る
か

は
部
員
全
員
で
話
し
合
い
「
自
分

の
弱
い
所
と
向
き
合
う
こ
と
」「
チ

ー
ム
メ
ー
ト
と
励
ま
し
合
い
自
分

に
負
け
な
い
こ
と
」
な
ど
と
決
め

ま
し
た
。
主
将
の
黒
木
啓
輔
さ
ん

（
情
報
会
計
科
３
年
）
は
「
部
員

全
員
が
学
校
生
活
で
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
目
標
を
高
く

も
っ
て
頑
張
り
ま
す
」
と
静
か
な

物
腰
で
「
克
」
へ
の
思
い
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

練
習
の
終
わ
り
に
は
、
決
ま
っ

て
部
員
同
士
が
握
手
を
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
も
と
も
と
シ
ェ
イ
ク
ハ

ン
ド
セ
レ
モ
ニ
ー
と
言
わ
れ
る
試

合
前
に
対
戦
相
手
や
審
判
に
フ
ェ

ア
プ
レ
ー
を
誓
う
儀
式
に
な
ら
っ

た
も
の
。
部
員
同
士
の
感
謝
と
敬

意
を
忘
れ
ず
に
、
心
を
一
つ
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
、
チ
ー
ム
テ
ー
マ
は
「
克
」

▲まずは１点！勝利を目指し頑張ります

上天草高校生!上上天天天草草高
がんばる
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～第３回～

上天草ブランド認証品の申請を募集します

売
れ
る
産
品
・
加
工
商
品
の
開
発
と

　　

本
市
で
は
、
上
天
草
市
第
２
次

総
合
計
画
に
お
い
て
「
農
林
水
産

物
の
生
産
・
加
工
商
品
開
発
・
販

売
を
拡
大
す
る
」
を
最
重
点
戦
略

に
位
置
づ
け
、
市
場
や
観
光
ニ
ー

ズ
を
捉
え
た
売
れ
る
産
品
・
加
工

商
品
の
開
発
と
販
路
拡
大
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
上
天
草
市
国

際
的
６
次
産
業
化
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
に
沿
い
、
次
の
方
針
に
よ
り

支
援
し
ま
す
。

◆
６
次
産
業
化
の
支
援

　

市
産
農
林
水
産
物
を
用
い
た
加

工
品
づ
く
り
と
、
そ
の
流
通
・

販
売
に
進
出
す
る
６
次
産
業
化

の
取
組
み
の
支
援
。

◆
農
商
工
連
携
の
支
援

　

農
林
水
産
業
者
と
商
工
業
者
・

観
光
業
者
な
ど
が
連
携
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
双
方
の
強
み
を

活
か
し
た
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
や
販
路
開
拓
な
ど
を
行

う
、
農
商
工
連
携
の
支
援
。

　

こ
の
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め

に
、
市
と
市
農
林
水
産
物
ブ
ラ
ン

ド
推
進
協
議
会
が
連
携
・
協
力
し
、

次
の
３
つ
の
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

①
農
林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
認
証
事
業

　

市
内
で
生
産
さ
れ
た
優
れ
た
産

品
を
募
集
し
、
協
議
会
で
定
め

る
基
準
に
沿
っ
て
審
査
を
行
い

「
上
天
草
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認

証
し
、
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
活
用
し
市

内
外
に
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

②
研
究
開
発
支
援
事
業

　

加
工
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
、
上
天
草
市
ブ
ラ
ン
ド
創

出
に
係
る
加
工
品
な
ど
の
開
発

支
援
・
商
品
化
に
関
す
る
こ
と

や
、
協
議
会
が
開
発
し
た
商
品

の
製
造
移
譲
に
関
す
る
こ
と
な

ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

③
販
売
促
進
事
業

　

販
売
促
進
に
意
欲
的
な
事
業
者

と
と
も
に
、
市
が
主
催
す
る
催

事
や
県
内
外
で
開
催
さ
れ
る
展

示
会
や
商
談
会
へ
の
出
展
、
広

報
活
動
、
情
報
交
換
に
関
す
る

こ
と
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　市農林水産物ブランド推進協議会では、平成

26 年度のブランド認証品を募集します。

　上天草ブランド認証とは、「この人が生産した

この産品は、上天草市が自信を持ってご紹介しま

す」と太鼓判を押し、商品の販売促進および上天

草市ブランドの浸透を図ることを目的としてい

ます。この制度の概要は次のとおりです。

【対象商品】　市内で生産された良質な農林水産
物とその加工品で、実際に販売されている商品。

【対象者】　対象産品を製造または販売する市内
在住者。

【募集期間】　７月１日（火）～ 10 月 31 日（金）
【申込方法】　認証基準、申請様式などは、マルシ
ェ上天草または市ホームページからダウンロー

ドの上、次の申込先へご持参または FAX で申

請してください。また、市産業雇用創出課でも

配付していますのでお気軽にご相談ください。

【その他】　申請多数の場合は、期間内であっても
先行して審査・認証する場合があります。

【申込・問合せ先】　市農林水産物ブランド推進協
議会事務局（産業雇用創出課内）

　☎ 0964（26）5532
　FAX  0964（56）3200

　
　

販
路
拡
大
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

６
次
産
業
化
事
業
の
概
要

取
組
み
の
方
針

事
業
展
開

第２回　上天草ブランド認証一覧
商 品 名 種 別 会社名など

四郎魚～ざ 加工品

（株）かみあまくさ

天草四郎たこ魚～ざ 加工品

こっぱもち 加工品

湯島大根クリームスープ 加工品

海風ドレッシング　かんきつミックス 加工品

海風ドレッシング　海藻いろいろ 加工品

湯島産甘塩雲丹 加工品

乙姫丸湯島産天然わかめ １次産品

湯島産天然めかぶ １次産品

天白しい茸 １次産品 満崎 優

上天草大矢野島らっきょう １次産品 中原 薫育

上天草シーフードカレー 加工品
上天草市農林水産物
ブランド推進協議会天草大王ミネストローネ 加工品

上天草の和風だし 加工品

▲天草四郎たこ魚～ざ

上
天
草
市

連 携

②加工品の開発・試作品を製作。
生産・販売については、民間事業
者に移管し、生産・販促を支援

④売れる商品づくり、製造、販売等
に関する研修会等を開催

加工品等の
開発支援

加工品等の開発
研究・商品化

広報ＰＲ活動

補助金交付

①上天草ブランドの確立を図るた
め、一次産品、加工品のブランド
認証を実施

販売促進活動

支援体制 支援

市
農
林
水
産
物

ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会

農
林
水
産
業
者
等

③食品加工機械購入、食品分析、
商標出願申請、イベント参加旅費
等を補助し、６次産業化に積極的
な事業者を支援

売
れ
る
商
品
の
開
発

ﾀｰｹﾞｯﾄ
を絞った
ＰＲ展開

国
内
・
海
外
の
市
場
（
消
費
者
）
へ

支援

上天草市農林水産物ブランド推進協議会との連携による支援

▲上天草シーフードカレー

▲上天草大矢野島らっきょう

▲天草大王ミネストローネ

▲こっぱもち

▲上天草の和風だし

▲海風ドレッシング

▲湯島大根クリームスープ

▲天白しい茸

▲四郎魚～ざ

上天草ブランド認証

　　　　商品を紹介します

【問合せ先】
　産業雇用創出課６次産業推進係

　☎ 0964（26）5532

▲湯島産天然めかぶ

▲湯島産天然わかめ

▲湯島産甘塩雲丹

上天草市農林水産物ブランド推進協議会との連携による支援
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【日時】
　６月 30 日（月）午後３時～

【場所】
　市役所大矢野庁舎　書庫棟２階会議室

【対象者】
　上天草市に住所を置き、製造する商品に必要な営業

許可を持っている人または取得を予定している人 

【申込締切】
　６月 27 日（金）まで

【申込方法】
　説明会への参加を希望される人は、産業雇用創出課

まで事前にお問い合わせください。

【内容】
　開発商品についての

説明および試食

　○主な開発商品例

　・上天草の和風だし

　・天草大王ミネストローネ

　・上天草近海でとれた魚の一夜干し

　・柑橘ミューズリ―ショコラ（チョコレート菓子）

　・晩柑キャトルキャール（パウンドケーキ）　など

【申込・問合せ先】　
　産業雇用創出課６次産業推進係

　☎ 0964（26）5532
　FAX 0964（56）3200

上天草市農林水産物ブランド推進協議会からのおしらせ

～特産品製造者募集説明会のご案内～

　市農林水産物ブランド推進協議会では、上天草市産農林水産物の利用促進と

６次産業化を目指し、市の農林水産物を使用した商品開発を行っています。 

　本協議会で開発した商品の製造販売をしていただける人を募集するため、説

明会を開催します。ぜひご参加ください。

【募集期間】　
　６月 27 日（金）まで

【応募資格】
　○市で農林水産業を営み、直接販売が可能な生産者

　○市の特産物を使った加工品の生産者

　○市の特産物の販売促進に携わる団体・組合・企業

～事業推進部会会員を募集します～

　市農林水産物ブランド推進協議会では、事業推進部会を設置し、主に

市の特産物や加工品の販売促進に力を入れています。今後、さらなる販

路開拓や商品開発に向けて、次のとおり会員の募集を行います。

　会員には、いろいろな催事や商談会のご案内をお知らせします。また、

飲食店などから食材の問合せがあった場合は速やかにメールや FAX で情

報をご提供します。

　ご興味のある農林水産業者や加工品事業者の皆さまのご応募をお待ち

しています。

【応募方法】
　指定の申請書にご記入いただき、市農林水産物加

工品開発研究センター（上天草物産館さんぱーる

裏）に提出をお願いします。ご持参または FAX で

の提出も可能です。

　※申請書は上天草市農林水産物加工品開発研究セ

　ンターに設置しています。また、市ホームペー

　ジからもダウンロードできます。

【申込先】
　市農林水産物ブランド推進協議会事務局

　☎ 0964（56）6100
　FAX 0964（56）3200

【問合せ先】　
　産業雇用創出課 6次産業推進係

　☎ 0964（26）5532

地産地消 料理教室 地産地消 料理教室 
上天草の味を堪能！

～お盆の料理編～

　毎年、地産地消をメインテーマとして、市民の皆さまにたいへんご

好評いただいている料理教室を、今年度も全８回の計画で開催します。

初回は、プロの技と味付けを学ぶ「お盆の料理編」と題し、次の日程

で２回開催しますので、皆さま奮ってご参加ください。

○荒炊きのダシで食べる鯛ソーメン○煮しめ○ごま豆腐○季節の野菜のてんぷら

　講師：上天草市農林水産物ブランド推進協議会　浦上喜久治さん

■日時　①第１回　７月 24 日 ( 木 ) 　午前 10 時開始（正午から試食予定）
　　　　②第２回　７月 25 日 ( 金 ) 　午前 10 時開始（正午から試食予定）

■場所　上天草市農林水産物加工品開発研究センター（上天草物産館さんぱ～る裏）
■参加費　各回 500 円（当日お支払いください。）　　
■募集人数　各回 15 人（先着順）
■申込方法　６月 25 日（水）午前９時から以下の電話番号にて受け付けます。（募集人数に達し次第締め
切ります。）

　※姫戸、龍ヶ岳地区にお住まいの人で送迎が必要な場合は、申込時にご相談ください。

■申込・問合せ先　農林水産課農業振興係　☎ 0964（26）5516

メニュー 

環境保全型農業直接支援対策事業の募集について

■支援対象者　販売を目的として農業生産を行う農
業者、集落営農組織（農業者グループ）で次の要

件を満たす人。

①エコファーマー認定を受けていること。（特例措置

あり）

②農業環境規範に基づく点検活動を行っていること。

■支援の対象者となる農地　農業振興地域の農用地
区域内の圃場

■支援の対象となる取組み
①農産物を化学肥料、化学合成農薬を５割低減して

生産している圃場において行われる環境保全効果

の高い次のいずれかの取組み。

・カバークロップの作付け（緑肥等を作付けし、土

壌に還元すること）

・炭素貯留効果の高い堆肥の水質保全に資する施用

（基準値以上の堆肥を施用すること）

②有機農業（化学肥料、農薬を使用しない生産）

　農業分野において地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動に取り組む農業者に対し

て、国、県および市が支援します。

■支援の水準　取組面積に応じて 10 アール当たり
8000 円。ただし、支援の対象となる取組みの①の

堆肥の水質保全に資する施用のみ 10 アール当た

り 4400 円。

※なお、取組面積は畦畔を除いた実際の作付面積で

算定されます。同一圃場では延べ面積ではなく、

1作分の作付面積で算定されます。

■必要な手続き　
① 6月 30 日（月）までに実施計画

書の提出および交付申請を行い、

承認を受けて、順次、検査を受け

ること。

②詳細は農林水産課までお問い合わ

せください。

■問合せ先　農林水産課農業振興係
　☎ 0964(26)5516
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市主催のイベントに参加してＰＲしませんか？
　本市では、天草五橋祭（９月）や山ガールサミット（11 月）、上天草トレッキングフ

ェスティバル（２月）など、年間を通じてさまざまなイベントを開催しています。

　今回は、これらイベントのオープニングなどに出演を希望する団体を募集します。

【応募条件】　
　上天草市内を拠点に活動している団体（個人）で

あること。

※出演団体（個人）とは、太鼓保存会や棒踊りなど

の伝承芸能、よさこいやダンスグループ、各種音

楽の演奏団体（個人）などをいいます。

※出演は無償で、交通費や設備費など出演に係る経

費は、自己負担となります。

【応募期間】　　
　７月 15 日（火）まで

【注意事項】
○出演希望者リストに登録するものであり、出演が

確定するものではありません。

○出演に必要な設備は、各種イベントの主催者が準

備するもの以外は、各自で準備してください。

○出演時間は、概ね１団体あた

り５分から 20 分以内です。

【申込方法】
　「イベント出演団体（個人）概要書」を作成し、

観光おもてなし課まで提出（メールまたはファッ

クス可）してください。

※概要書は、観光おもてなし課、市民窓口課、姫戸・

龍ヶ岳各統括支所で配布するほか、市ホームペー

ジからもダウンロードできます。

【申込・問合せ先】
　観光おもてなし課観光振興係

　☎ 0964（26）5512
　℻ 0964（56）5107
　メールアドレス kankou@city.kamiamakusa.lg.jp

「あまくさ風景街道」が日本風景街道に登録されました

上天草市の魅力再発見！
～新たな観光素材を考える座談会メンバー募集～

　市では、身近な生活や地域の文化・風習などで観光資源となり得るような素材を発掘し、商品化を目

指すための住民参加型座談会のメンバーを募集します。市内在住の 20 歳以上の人で観光や旅行に興味

がある人であれば誰でも応募できます。

　あなたも旅行が好きな仲間と一緒に上天草の観光について語り合ってみませんか。

【開催日程】（予定）
　第１回　７月中旬

　第２回　８月中旬

　第３回　９月中旬

　第４回　３月下旬　

【開催時間】　午後７時～午後８時 30 分
【開催場所】　松島観光海運会館（松島町合津）
【テーマ】　新たな観光資源を考える内容（詳細は、
座談会前に通知）

【成果目標】　
①地域が気づいていない、すばらしい生活・文化な

どについて再度洗い出しを行い、観光資源として

の可能性を探る。

②それらの潜在能力や受入れ態勢構築のための手法

などについて意見交換を行う。

③実現可能な素材と位置付けられたものについて

は、福岡都市圏をターゲットに、ラジオを活用し

たプロモーションの素材として反映させる。

④その後、観光資源を活用したモニターツアーの素

材選定を行い、それらを盛り込んだモニターツア

ーを造成する。

【費用弁償】　本座談会への参加に対する交通費や費
用弁償などの支払いはありません。

【申込方法】　「新たな観光資源の発掘と磨き上げ座
談会参加申込書」を観光おもてなし課まで提出（メ

ールまたはファックス可）してください。

※申込書は、観光おもてなし課で配布するほか、市

ホームページからもダウンロードできます。

【募集定員】　８人
※応募多数の場合は抽選となります。

【申込締切】　６月 27 日（金）必着
【申込・問合せ先】　観光おもてなし課観光振興係
　☎ 0964（26）5512
　℻ 0964（56）5107
　メールアドレス kankou@city.kamiamakusa.lg.jp

「上天草市ふるさと観光大使」を募集しています
　市の自然、歴史、文化、行事、特産品、観光地、観光資源などを広く宣伝し、市の知名度を高めるこ

とにより、イメージアップと観光振興を図る「上天草市ふるさと観光大使」を次のとおり募集しています。

【主な活動】
○五橋祭や天草パールラインマラソンなどの市内イ

ベントでの司会進行やおもてなし。

○テレビ、ラジオなどに出演し上天草市の PR活動。

○ SNS を活用した市内イベント紹介やプロモー

ション。

【募集人数】　２人
【任期】　任命を受けた日から２年間
【待遇】
○上天草市の特別職の非常勤職員となります。

○ユニフォームを無料貸与します。

○報酬（日額 5000 円）と旅費などは市の規定によ

り支給します。

【応募資格】
○市内に在住もしくは、市内に勤務または通学する

18歳以上(平成26年４月１日現在)の人。ただし、

高校生を除きます。

○大使の職務を支障なく遂行できる人。

※基本的に土、日、祝日の活動が可能な人。また、

宿泊を伴う出張が可能で年間 20 回程度の活動に

参加できる人。

○市議会の議員でない人。

【募集期間】　７月 15 日 ( 火 ) まで
【第１次選考会】　選考方法は書類審査。
【最終選考会】　第１次選考会合格者の希望日時を優
先して決めます。

※場所は、市役所大矢野庁舎とし、選考方法は面接

によります。また、選考会でパフォーマンスなど

を行うことも可能です。

【応募方法】
○提出物　上天草市ふるさと観光大使応募用紙

※応募用紙は、観光おもてなし課にて配布するほか、

市ホームページからもダウンロードできます。

○提出方法　郵送または持参

【申込・問合せ先】　
　観光おもてなし課観光振興係

　☎ 0964（26）5512
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市主催のイベントに参加してＰＲしませんか？
　本市では、天草五橋祭（９月）や山ガールサミット（11 月）、上天草トレッキン

グフェスティバル（２月）など、年間を通じてさまざまなイベントを開催しています。

　今回は、これらイベントのオープニングなどに出演を希望する団体およびイベン

トで自社ブランド商品のＰＲを希望する企業を募集します。

【応募条件】　
　上天草市内を拠点に活動している団体（個人）で

あること。

※出演団体（個人）とは、太鼓保存会や棒踊りなど

の伝承芸能、よさこいやダンスグループ、各種音

楽の演奏団体（個人）などをいいます。

※出演は無償で、交通費や設備費など出演に係る経

費は、自己負担となります。

【応募期間】　　
　７月 15 日（火）まで

【注意事項】
○出演希望者リストに登録するものであり、出演が

確定するものではありません。

○出演に必要な設備は、各種イベントの主催者が準

備するもの以外は、各自で準備してください。

○出演時間は、概ね１団体あたり５分から 20 分以

内です。

【申込方法】
　「イベント出演団体（個人）概要書」を作成し、

観光おもてなし課まで提出（メールまたはファッ

クス可）してください。

※概要書は、観光おもてなし課、市民窓口課、姫戸・

龍ヶ岳各統括支所で配布するほか、市ホームペー

ジからもダウンロードできます。

【申込・問合せ先】
　観光おもてなし課観光振興係

　☎ 0964（26）5512
　℻ 0964（56）5107
　メールアドレス kankou@city.kamiamakusa.lg.jp

【応募条件】
　上天草市内に本店または支店、もしくは事業所が

ある法人（個人）であること。

【応募期間】
　７月 15 日（火）まで

【注意事項】
○企業（商品）のＰＲ方法は、企業が製作（仕入れ）

して販売する商品をお客さまに無償提供してもら

います。

　　なお、製作（仕入れ）・販売している商品に限ら

ず、企業（商品）をイメージできるものであれば

問題ありません。ただし、イベントおよび市のイ

メージに即さない商品（公序良俗に反するものや

政治的または宗教的活動を目的とするものなど）

や単なるチラシなどは、対象となりません。

○ＰＲで提供する商品数に限りはありません。

○ステージ上での商品紹介、ブース設置およびイベ

ントチラシへの掲載などを行なう場合があります。

○ＰＲを希望する企業（商品）を

募集するものであり、ＰＲが確

定するものではありません。

○ＰＲに必要な設備は、各種イベ

ントの主催者が準備するもの以

外は、各自で準備してください。

【申込方法】
　「イベント企業（自社ブランド）概要書」を作成し、

観光おもてなし課まで提出（メールまたはファッ

クス可）してください。

※概要書は、観光おもてなし課、市民窓口課、姫戸・

龍ヶ岳各統括支所で配布するほか、市ホームペー

ジからもダウンロードできます。

【申込・問合せ先】
　観光おもてなし課観光振興係

　☎ 0964（26）5512
　℻ 0964（56）5107
　メールアドレス kankou@city.kamiamakusa.lg.jp

～イベントに出演を希望する

～イベントを使って自社ブランド商品

団体（個人）を募集します～

をＰＲする企業を募集します～
「あまくさ風景街道」が日本風景街道に登録されました

上天草市の魅力再発見！
～新たな観光素材を考える座談会メンバー募集～

　市では、身近な生活や地域の文化・風習などで観光資源となり得るような素材を発掘し、商品化を目

指すための住民参加型座談会のメンバーを募集します。市内在住の 20 歳以上の人で観光や旅行に興味

がある人であれば誰でも応募できます。

　あなたも旅行が好きな仲間と一緒に上天草の観光について語り合ってみませんか。

【開催日程】（予定）
　第１回　７月中旬

　第２回　８月中旬

　第３回　９月中旬

　第４回　３月下旬　

【開催時間】　午後７時～午後８時 30 分
【開催場所】　松島観光海運会館（松島町合津）
【テーマ】　新たな観光資源を考える内容（詳細は、
座談会前に通知）

【成果目標】　
①地域が気づいていない、すばらしい生活・文化な

どについて再度洗い出しを行い、観光資源として

の可能性を探る。

②それらの潜在能力や受入れ態勢構築のための手法

などについて意見交換を行う。

③実現可能な素材と位置付けられたものについて

は、福岡都市圏をターゲットに、ラジオを活用し

たプロモーションの素材として反映させる。

④その後、観光資源を活用したモニターツアーの素

材選定を行い、それらを盛り込んだモニターツア

ーを造成する。

【費用弁償】　本座談会への参加に対する交通費や費
用弁償などの支払いはありません。

【申込方法】　「新たな観光資源の発掘と磨き上げ座
談会参加申込書」をメールまたはファックスで観

光おもてなし課へ提出してください。

※申込書は、観光おもてなし課で配布するほか、市

ホームページからもダウンロードできます。

【募集定員】　８人
※応募多数の場合は抽選となります。

【申込締切】　６月 27 日（金）必着
【申込・問合せ先】　観光おもてなし課観光振興係
　☎ 0964（26）5512
　℻ 0964（56）5107
　メールアドレス kankou@city.kamiamakusa.lg.jp

p18-19.indd   18-19 2014/06/04   13:18:04
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睡
眠
に
は
身
体
的
な
疲
労
を
回

復
し
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。
十
分
な
睡
眠
を

と
る
こ
と
は
、
健
康
維
持
の
基
本

と
な
り
ま
す
。
質
の
良
い
眠
り
を

得
る
た
め
に
は
、
食
事
や
運
動
な

ど
日
中
の
過
ご
し
方
が
大
き
く
か

か
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

不
眠
か
ら
こ
こ
ろ
の
病
気
に
な

ら
な
い
た
め
に
、
ま
ず
は
自
分
自

身
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
睡
眠
と
う
つ
の
関
係
】

　
「
な
か
な
か
寝
付
け
な
い
」「
朝

早
く
に
目
が
覚
め
る
」「
熟
睡
感

が
な
い
」・
・
・
な
ど
睡
眠
に
つ

【「
眠
り
」
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
】


な
か
な
か
寝
付
け
な
い


夜
中
に
何
度
も
目
が
覚
め
て

眠
っ
た
気
が
し
な
い


十
分
眠
っ
て
い
る
の
に
日
中
、

強
い
眠
気
に
襲
わ
れ
る


早
朝
あ
る
い
は
夜
中
に
目
が

覚
め
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま
眠

れ
な
い


寝
覚
め
が
悪
い


十
分
眠
っ
た
は
ず
な
の
に
疲

労
感
が
残
っ
て
い
る

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
２
週
間

以
上
続
い
て
い
る
と
し
た
ら
、

う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気

を
疑
っ
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
や
専
門
機

関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
睡
眠
障
害
対
処
12
の
指
針
】

①
睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
日

中
の
眠
気
で
困
ら
な
け
れ
ば
十

分
②
刺
激
物
を
避
け
、
寝
る
前
に
は

自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法

③
眠
た
く
な
っ
て
か
ら
床
に
就

く
、
就
床
時
刻
に
こ
だ
わ
り
す

ぎ
な
い

④
同
じ
時
刻
に
毎
日
起
床

⑤
光
の
利
用
で
良
い
睡
眠

⑥
規
則
正
し
い
３
度
の
食
事
、
規

則
的
な
運
動
習
慣

⑦
昼
寝
を
す
る
な
ら
、
午
後
３
時

前
の
20
〜
30
分

⑧
眠
り
が
浅
い
時
は
、
む
し
ろ
積

極
的
に
遅
寝
・
早
起
き
に

⑨
睡
眠
中
の
激
し
い
イ
ビ
キ
・
呼

吸
停
止
や
足
の
ぴ
く
つ
き
・
む

ず
む
ず
感
は
要
注
意

⑩
十
分
眠
っ
て
も
日
中
の
眠
気
が

強
い
時
は
専
門
医
に

⑪
睡
眠
薬
代
わ
り
の
寝
酒
は
不
眠

の
も
と

⑫
睡
眠
薬
は
医
師
の
指
示
で
正
し

く
使
え
ば
安
全

（
厚
生
労
働
省
「
睡
眠
障
害
の
診

断
・
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
と

そ
の
実
証
的
研
究
班
」
報
告
書
よ

り
）

【
周
囲
の
人
が
で
き
る
こ
と
】

　
「
い
つ
も
と
違
う
な
」
と
い
う

変
化
に
気
づ
く
事
が
大
切
で
す
。

気
に
な
る
様
子
が
見
ら
れ
た
ら
、

「
眠
れ
て
い
る
？
」
と
い
う
声
掛

け
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
出
前
講
座
の
ご
案
内
】

　

職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
う
つ
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
不
眠

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
職
場
の
仲
間

と
一
緒
に
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法

を
学
び
、
自
分
自
身
を
振
り
返
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
出
前
講
座

を
希
望
さ
れ
る
事
業
所
は
、
福
祉

課
障
が
い
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】　

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
３

あ
な
た
や
ご
家
族
の
睡
眠
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

眠
れ
て
い
ま
す
か
？

眠
れ
て
い
ま
す
か
？

い
て
の
気
に
な
る
症
状
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

睡
眠
障
害
は
、
う
つ
病
の
最
も

代
表
的
な
症
状
と
い
わ
れ
ま
す
。

自
覚
が
な
く
て
も
、
医
師
が
診
断

す
る
と
、
う
つ
病
患
者
さ
ん
の
８

割
以
上
が
何
ら
か
の
睡
眠
障
害
を

抱
え
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
不

眠
の
症
状
が
多
く
み
ら
れ
ま
す

が
、
過
眠
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、長
期
に
わ
た
る
不
眠
が
、

う
つ
病
発
症
の
原
因
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
不
眠
と
う
つ
病
は

密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
の
で
、

「
眠
り
」
の
悩
み
は
軽
視
で
き
ま

せ
ん
。

あ
な
た
は

あ
な
た
は

【月間名】
　「心のきずなを深める月間～いじめを許さない学

校・学級を目指して～」

【実施期間】
　６月 30 日（月）まで

【実施主体】
　上天草市教育委員会

【実施協力団体】
市小・中学校校長会、　市小・中学校教頭会、　　

市ＰＴＡ連合会、上天草警察署、　市区長連合会ほか

～上天草市いじめを許さない　　　　　

　　　学校・学級づくりキャンペーン～

【主な内容】（予定）
　○心のきずなを深めるためのポスター、標語募集

　　および作品掲示

　○いじめに関する実態調査

　○電話相談室の開催

　○心のきずなを深める月間の

　　防災無線による放送など

【問合せ先】
　学務課指導係　

　☎ 0969（28）3365

いじめ防止対策推進法（国） 熊本県いじめ防止基本方針（県）

学校いじめ防止基本方針（各小中学校）上天草市いじめ防止基本方針案※（市）

　県では、６月を「心のきずなを深める月間～いじめを許さない学校・学級を目指して～」と定め、い

じめの未然防止に重点を置いた総合的な対策を推進しています。

　市教育委員会においても、学校、家庭、地域、関係機関や団体がさらなる連携の強化を図り、市全体

が一体となっていじめを許さない学校・学級づくりをめざし、キャンペーン活動を実施いたします。

　第 183 回国会（常会）において「いじめ防止対策推進法」が成立し、平成 25 年 6月 28 日に公布され、

同年 9月 28 日に施行されました。

　これに基づき、県、市および各学校で方針などが策定されています。（※市の方針は現在準備中）

公文書開示請求に対する決定などの状況を公表します

　平成 17 年に施行された上天草市情報公開条例に基づき、市民の知る権利を尊重し、行政のもつ公文書

を積極的に公開しています。

　平成 24 年度および 25 年度の開示請求状況について、次のとおりお知らせします。

【問合せ先】　総務課総括係　☎ 0964（26）5526

【平成 24年度】

区分 請求に対する決定件数
請求に対する決定の内容

全部開示 部分開示 不開示 不存在 取下げ 処理中

開示請求 14 11 ３ ０ ０ ０ ０

【平成 25年度】

区分 請求に対する決定件数
請求に対する決定の内容

全部開示 部分開示 不開示 不存在 取下げ 処理中

開示請求 34 21 ６ ４ ３ ０ ０



I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

問合せ先

□上天草市消費生活セン
ター
　市役所大矢野庁舎１階
　☎ 0964（56）0783
□上天草市ふるさとハ
ローワーク
　市役所大矢野庁舎１階
　☎ 0964（57）4510
□上天草市農林水産物加
工品開発研究センター
　〒 869-3603
　上天草市大矢野町中
　11582-24　
　☎ 0964（56）6100
□松島地区清掃センター
　〒 861-6105
　上天草市松島町教良木
　236-264
　☎ 0969（57）0161

税
の
ひ
ろ
ば

相
談
・
申
請

☎
保
健
課

年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

▼
市
県
民
税　
　
　
　
　

第
１
期

▼
国
民
健
康
保
険
税　
　

第
１
期

▼
納
期
限　
　
　

６
月
30
日（
月
）

▼
口
座
振
替
日　

６
月
25
日（
水
）

▼
問
合
せ
先　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

☎
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
全
般
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す

　

契
約
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
や
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被

害
、
多
重
債
務
（
借
金
問
題
）
で

お
悩
み
の
人
の
ご
相
談
な
ど
、
消

費
全
般
に
関
す
る
ご
相
談
に
対
し

て
専
門
の
相
談
員
が
問
題
解
決
に

向
け
て
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
と
思
っ

た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時　

月
～
金
曜
日
（
祝

日
な
ど
を
除
く
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
正
午
～
午
後
１
時

を
除
く
）

▼
場
所　

市
役
所
大
矢
野
庁
舎
１

階
▼
巡
回
相
談　

も
っ
と
身
近
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
巡
回

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

○
松
島
地
区

 

・
場
所　

市
役
所
松
島
庁
舎
１
階

相
談
室

 

・
開
設
日　

毎
月
第
２
、
第
４
木

曜
日

 

・
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

○
姫
戸
地
区

 

・
場
所　

市
役
所
姫
戸
統
括
支
所

１
階
相
談
室

 

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３
木

曜
日

 

・
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

○
龍
ヶ
岳
地
区

 

・
場
所　

市
役
所
龍
ヶ
岳
統
括
支

所
１
階
相
談
室

 

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３
木

曜
日

 

・
時
間　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必

ず
予
約
（
受
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

７
月
18
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟
２

☎
総
務
課

行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
お

よ
び
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　

７
月
３
日
（
木
）

○
松
島　

午
後
１
時
～
午
後
４

時
・
松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

▼
開
設
日　

７
月
10
日
（
木
）

○
大
矢
野　

午
後
１
時
～
午
後
４

時
・
大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

☎
福
祉
課

市
福
祉
事
務
所
か
ら
の
お

知
ら
せ

　

市
福
祉
事
務
所
に
は
、
家
庭
に

お
け
る
適
正
な
児
童
養
育
や
家
庭

児
童
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
の

相
談
・
援
助
を
行
う
家
庭
児
童
相

談
員
と
、
女
性
の
い
ろ
い
ろ
な
悩

み
を
一
緒
に
考
え
な
が
ら
解
決
の

糸
口
を
見
つ
け
る
婦
人
相
談
員
・

母
子
自
立
支
援
員
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

家
庭
で
の
子
育
て
に
関
す
る
不

安
や
夫
婦
間
の
問
題
な
ど
に
各
相

談
員
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

各
相
談
員
の
業
務
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

□
家
庭
児
童
相
談
員

▼
相
談
内
容　

養
育
相
談
、
身
体

や
知
的
な
面
で
の
発
達
相
談
、

虐
待
や
し
つ
け
相
談
、
家
出
や

非
行
、
不
登
校
や
引
き
こ
も
り

な
ど

▼
相
談
窓
口　

市
福
祉
事
務
所

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１

▼
相
談
日
時　

毎
週
月
・
火
・
木

曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

▼
家
庭
児
童
相
談
員　

池
田
明
美

□
婦
人
相
談
員
・
母
子
自
立
支
援

員
▼
相
談
内
容　

夫
や
恋
人
な
ど
か

ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
母
子
家

庭
の
自
立
に
関
す
る
こ
と
、
母

子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
、
母

子
家
庭
の
経
済
上
の
悩
み
、
母

子
家
庭
の
住
宅
に
関
す
る
こ

と
、
そ
の
他
女
性
が
抱
え
る
問

題
▼
相
談
窓
口　

市
福
祉
事
務
所

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１

▼
相
談
日
時　

毎
週
火
・
水
・
金

曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

▼
婦
人
相
談
員
・
母
子
自
立
支
援

員　

岩
﨑
浩
子

□
問
合
せ
先　

福
祉
課
子
育
て
支

援
係

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１

☎
税
務
課

６
月
の
納
税

「
領
収
証
」
な
ど
の
印
紙
税

の
非
課
税
範
囲
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
、「
金
銭
ま
た
は
有

価
証
券
の
受
取
書
」に
つ
い
て
は
、

記
載
さ
れ
た
受
取
金
額
が
３
万
円

未
満
の
も
の
が
非
課
税
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
４
月
１

日
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
は
、

受
取
金
額
が
５
万
円
未
満
の
も
の

に
つ
い
て
非
課
税
と
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
金
銭
ま
た
は
有
価
証
券
の
受

取
書
」
と
は
、
金
銭
ま
た
は
有
価

証
券
を
受
領
し
た
人
が
、
そ
の
受

領
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に
作
成

し
、
相
手
方
に
交
付
す
る
証
拠
証

書
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
領
収
証
、
領
収
書
、

受
取
書
や
レ
シ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
金
銭
ま
た
は
有
価
証
券

の
受
領
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に

請
求
書
や
納
品
書
な
ど
に
「
代

済
」、「
了
」
な
ど
と
記
入
し
た
も

の
や
、「
お
買
上
票
」
な
ど
と
称

す
る
も
の
で
、
そ
の
作
成
の
目
的

が
金
銭
ま
た
は
有
価
証
券
の
受
領

事
実
を
証
明
す
る
た
め
に
作
成
す

る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、「
金
銭

ま
た
は
有
価
証
券
の
受
取
書
」
に

該
当
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
税
務
署

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
２
５
１
０

階
会
議
室

▼
問
合
せ
先　

保
健
課
後
期
高
齢

者
医
療
年
金
係　

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
５

□
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金
相

談
予
約
受
付
中

　

待
ち
時
間
な
し
で
、
年
金
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
年
金
手
帳

を
お
手
元
に
、
本
渡
年
金
事
務

所
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

本
渡
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室　

　

☎
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

▼
問
合
せ
先
・
相
談
電
話
番
号　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
０
７
８
３

☎
福
祉
課

身
体
障
が
い
者
（
児
）
巡

回
相
談
に
つ
い
て

▼
期
日　

７
月
16
日
（
水
）

▼
場
所　

天
草
中
央
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼
受
付
時
間　

正
午
～
午
後
２
時

▼
申
込
期
限　

７
月
４
日
（
金
）

▼
相
談
内
容

○
補
装
具
に
関
す
る
相
談
、
判
定

（
肢
体
不
自
由
関
係
）

○
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

関
す
る
相
談

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

福
祉
課
障

が
い
福
祉
係　

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
３

児童手当の現況届をお忘れなく！

【問合せ先】福祉課子育て支援係　☎ 0969（28）3351

　児童手当は、保護者が子育てについての第一義的責任を果たすという基本的認識の下に、児童を養育

している人へ手当を支給することで、家庭などにおける生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を

担う児童の健やかな成長に役立てることを目的に支給されます。

【支給対象】
　中学校卒業まで（15 歳の誕生日後の最初の３月

31 日まで）の児童を養育している人

【現況届】
　現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６月分以

降の児童手当を引き続き受給できる要件を満たしてい

るか確認するために行います。

　提出がない場合には、６月分以降の手当が受けられ

ませんのでご注意ください。

　現況届の提出依頼を全受給者に対し、送付していま

すのでご確認の上、提出をお願いします。

○現況届に必要な書類

・健康保険証の写し

　※社会保険に加入している人

・児童手当用所得証明書

※平成 26 年１月１日現在、上天草市に住所を有し

ていない人が必要です。

・請求者名義の金融機関の通帳の写し

　※現在の登録内容を変更する場合に必要です。

・養育する児童の世帯全員分の住民票

　※養育する児童が市外にいる場合に必要です。

○提出期限　6 月 30 日（月）

○提出先　大矢野窓口センター（大矢野庁舎）、市民窓

口課および福祉課（松島庁舎）、姫戸・龍ヶ岳各統括

支所、各出張所

【支給額】

児童の年齢 児童手当の額
（１人あたり月額）

３歳未満 一律１万 5000 円

３歳以上小学校修了前
１ 万 円（ 第 ３ 子 以 降 は
１万 5000 円）

中学生 一律１万円

所得制限限度額以上の人 一律 5000 円

【所得制限限度額】

扶養親族等
の数

所得制限
限度額

収入額
の目安

０人 662 万円 833 万 3000 円

１人 660 万円 875 万 6000 円

２人 698 万円 917 万 8000 円

３人 736 万円 　　　960 万円

４人 774 万円 1002 万 1000 円

５人 812 万円 1042 万 1000 円
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お知らせ

☎
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

第
56
回
金
婚
夫
婦
表
彰
に

該
当
す
る
夫
婦
を
募
集

　

昭
和
34
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
金

婚
夫
婦
表
彰
」
も
今
年
で
56
回
目

を
迎
え
ま
す
。

　

今
回
、対
象
と
な
る
ご
夫
婦
は
、

昭
和
39
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
ご
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
す

　

平
成
26
年
度
甲
種
防
火
管
理
新

規
講
習
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
21
日
（
木
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時
、22
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
40

分
▼
場
所　

天
草
広
域
連
合
消
防
本

部
３
階
大
会
議
室
（
天
草
市
）

▼
受
講
料　

３
８
０
０
円

※
受
付
期
間
終
了
後
に
受
講
者
へ

納
付
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

７
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
金
融

機
関
で
納
入
し
て
下
さ
い
。

▼
定
員　

１
２
０
人

▼
申
込
書　

最
寄
り
の
消
防
署
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

天
草
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

▼
受
付
期
間　

７
月
１
日
（
火
）

～
８
日
（
火
）

※
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
た
時
は

締
め
切
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

○
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
３
３
０
５

○
大
矢
野
分
署

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
１
０
４
８

○
松
島
分
署

　

☎
０
９
６
９
（
56
）
１
１
３
１

○
東
天
草
分
署

　

☎
０
９
６
９
（
62
）
０
１
４
２

放
送
大
学
10
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
26
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　

資
料
は
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
間　

８
月
31
日
（
日
）

ま
で

▼
問
合
せ
先　

放
送
大
学
熊
本
学

習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
４
１
）
０
８
６
０

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

が
実
施
さ
れ
ま
す

　

県
で
は
、「
産
業
人
材
強
化
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
も
の
づ
く
り
に

係
る
人
材
育
成
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

▼
主
な
活
動　

○
企
業
の
要
望
に
応
じ
た
社
員
研

修
や
セ
ミ
ナ
ー
を
紹
介

○
社
員
や
生
徒
、
学
生
に
見
せ
た

い
専
門
的
な
現
場
や
他
企
業
の

工
場
見
学
な
ど
の
仲
介

○
ご
相
談
窓
口
、
Ｕ
タ
ー
ン
情
報

窓
口
を
仲
介

○
企
業
が
主
に
自
社
内
で
実
施
す

る
計
画
的
な
技
術
指
導
・
教
育

訓
練
に
対
し
、
外
部
講
師
を
派

遣
す
る
な
ど
人
材
育
成
を
支
援

▼
問
合
せ
先　

県
産
業
人
材
強
化

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
２
８
９
）
２
４
３
８

☎
福
祉
課

児
童
相
談
所
か
ら
の
お
知

ら
せ

　

県
中
央
児
童
相
談
所
は
、
天
草

地
域
に
お
け
る
児
童
福
祉
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
児
童
お
よ

び
保
護
者
な
ど
に
対
す
る
相
談
援

助
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

児
童
に
関
す
る
専
門
チ
ー
ム

（
児
童
福
祉
司
・
児
童
心
理
司
・

小
児
科
医
ま
た
は
精
神
科
医
）
が

相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

▼
相
談
内
容　

児
童
や
保
護
者
な

ど
の
相
談
対
応
（
養
育
相
談
、

身
体
や
知
的
な
面
で
の
発
達
相

談
、
虐
待
や
し
つ
け
相
談
、
家

出
や
非
行
、
不
登
校
や
引
き
こ

も
り
な
ど
）

▼
相
談
日
【
申
込
締
切
日
】

【
平
成
26
年
】

○
６
月
25
日
（
水
）【
18
日
（
水
）】

○
７
月
23
日
（
水
）【
16
日
（
水
）】

○
８
月
27
日
（
水
）【
20
日
（
水
）】

○
９
月
24
日
（
水
）【
17
日
（
水
）】

○
10
月
22
日
（
水
）【
15
日
（
水
）】

○
11
月
26
日
（
水
）【
19
日
（
水
）】

○
12
月
24
日
（
水
）【
17
日
（
水
）】

【
平
成
27
年
】

○
１
月
21
日
（
水
）【
14
日
（
水
）】

○
２
月
25
日
（
水
）【
18
日
（
水
）】

○
３
月
18
日
（
水
）【
11
日
（
水
）】

▼
場
所　

○
県
天
草
地
域
振
興
局（
天
草
市
）

○
天
草
市
役
所
（
天
草
市
）

▼
申
込
方
法　

専
用
の
申
込
書
に

基
づ
き
完
全
予
約
制
に
よ
り
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

福
祉
課
子
育
て
支

援
係

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１

　

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
家
庭

内
に
お
け
る
児
童
虐
待
な
ど
、
子

ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
の
解
決
を
図
る
取
組
み
を
強

化
す
る
た
め
、
全
国
一
斉
「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、
体
罰

な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
・
法
務

局
職
員
が
相
談
に
応
じ
、
相
談
内

容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

▼
期
間　

６
月
23
日
（
月
）
～
29

日
（
日
）

▼
時
間　

○
平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時

○
土
日　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
専
用
相
談
電
話　

　

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

▼
問
合
せ
先　

熊
本
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課　

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
２
１
９
２

※
熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
強
化

週
間
以
外
で
も
月
～
金
曜
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
同
じ
専
用
相
談
電
話

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成

や
確
保
の
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す

　
「
男
女
共
同
参
画
」
と
は
、
男

女
が
と
も
に
自
立
し
支
え
合
う
こ

と
で
あ
り
、
性
別
を
問
わ
ず
、
誰

も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
社
会
の

実
現
に
欠
か
せ
な
い
視
点
で
す
。

　

自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、

地
域
の
た
め
、
頑
張
る
あ
な
た
を

応
援
す
る
こ
の
研
修
に
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
主
催　

熊
本
県

▼
研
修
課
程
（
予
定
）

①
事
前
研
修　

９
月
（
熊
本
市
）

②
県
外
研
修　

10
月
23
日
～
26
日

（
埼
玉
、
東
京
方
面
）

③
自
主
研
修　

11
月
～
12
月

④
事
後
研
修　

１
月
（
熊
本
市
）

⑤
報
告
書
作
成　

12
月
～
３
月

▼
募
集
定
員　

２
人

▼
募
集
対
象　

市
内
在
住
の
20
歳

以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
す
べ

て
の
研
修
課
程
に
意
欲
を
も
っ

て
参
加
で
き
る
人

▼
募
集
期
間　

６
月
30
日
（
月
）

ま
で

▼
申
込
方
法　

所
定
の
参
加
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
総

務
課
、
市
民
窓
口
課
ま
た
は
姫

戸
・
龍
ヶ
岳
各
統
括
支
所
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
申
込
先
の
各
窓

口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
県
の
支
援

○
研
修
課
程
の
①
お
よ
び
④
に
要

す
る
交
通
費
相
当
額

○
研
修
課
程
の
②
に
要
す
る
交
通

費
の
３
分
の
１（
３
万
円
上
限
）

▼
市
の
支
援

○
研
修
課
程
の
②
に
要
す
る
交
通

費
の
う
ち
県
の
支
援
を
除
い
た

額
（
７
万
円
上
限
）

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

☎
総
務
課

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

税
務
職
員
採
用
試
験
の

受
験
者
を
募
集
し
ま
す

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験

の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

税
務
職
員
に
採
用
さ
れ
る
と
、

税
務
大
学
校
で
研
修
を
受
け
、
税

務
署
で
国
税
の
仕
事
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
受
験
資
格　

高
校
卒
業
見
込
み

の
人
お
よ
び
高
校
卒
業
後
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
人

▼
試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

▼
申
込
方
法
お
よ
び
申
込
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
専
用
ア

ド
レ
ス
（http://w

w
w

.jinji-
shiken.go.jp/juken.htm

l

）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
込
期
間
は
、６
月
23
日
（
月
）

～
７
月
２
日
（
水
）

○
郵
送
ま
た
は
持
参　

申
込
用
紙

は
、
人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊

本
国
税
局
お
よ
び
最
寄
り
の
税

務
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
込
期
間
は
、６
月
23
日
（
月
）

～
26
日
（
木
）

▼
第
１
次
試
験　

９
月
７
日（
日
）

▼
申
込
先　

各
人
事
院
事
務
局

※
希
望
す
る
１
次
試
験
地
に
よ
り

申
込
先
が
異
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

○
人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

○
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

○
天
草
税
務
署

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
２
５
１
０

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に

伴
う
中
小
企
業
者
向
け
相
談

窓
口
を
設
置
し
ま
し
た

　

球
磨
郡
多
良
木
町
に
お
い
て
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発

生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
中
小
企
業

者
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
た

め
、
商
工
関
係
団
体
に
相
談
窓
口

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
の
融
資
制
度
（
金
融

円
滑
化
特
別
資
金
・
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
関
連
）　

の
活
用
が
で
き

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
相
談
窓
口

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口　

熊
本
県
商
工
会
連

合
会
、
各
商
工
会
、
各
商
工
会

議
所
、
熊
本
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
、
熊
本
県
信
用
保
証
協

会
▼
相
談
内
容　

○
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
経
営
活

動
へ
の
影
響
に
関
す
る
相
談

○
県
融
資
制
度
の
利
用
な
ど
、
金

融
に
関
す
る
相
談

▼
問
合
せ
先　

県
商
工
振
興
金
融

課
○
窓
口
設
置
に
関
す
る
こ
と　

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
１
６

○
県
融
資
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
１
４

養
鶏
農
家
な
ど
被
害
を
受

け
ら
れ
た
人
へ

　

県
で
は
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
た
人
に
対
し
、
納
税
の

猶
予
制
度
（
原
則
１
年
以
内
）
を

設
け
て
い
ま
す
。

○
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
に
よ
り
飼
養
す
る
鶏
な

ど
が
殺
処
分
さ
れ
た
人

○
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
に
よ
る
移
動
制
限
・
搬

出
制
限
区
域
の
設
定
に
伴
っ
て

飼
養
す
る
鶏
な
ど
を
移
動
ま
た

は
搬
出
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
人

○
鶏
な
ど
を
出
荷
で
き
な
い
な

ど
、
損
失
が
著
し
い
人

　

そ
の
他
、
県
税
に
関
し
て
不
明

な
点
が
あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
広
域
本
部
税

務
課

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
４
３
７
０

で
す
。

　

該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
は
、
各
区

長
ま
た
は
市
役
所
の
各
窓
口
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先　

大
矢
野
窓
口
セ
ン

タ
ー
、高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課（
松

島
庁
舎
）、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
各

統
括
支
所
お
よ
び
各
出
張
所

▼
申
込
期
限　

７
月
18
日
（
金
）

ま
で

▼
主
催　

熊
本
日
日
新
聞
社

▼
後
援　

熊
本
県
、
熊
本
県
市
長

会
、
熊
本
県
町
村
会

※
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
は
、
熊
本

日
日
新
聞
社
か
ら
の
表
彰
が
あ

り
、
熊
本
日
日
新
聞
お
よ
び
市

広
報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
了
承
の
上
、
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

高
齢
者
ふ
れ
あ
い

課
管
理
係

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
０
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お知らせ

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先

の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
９
万

平
成
26
年
度
熊
本
県
調
理

師
試
験
を
実
施
し
ま
す

▼
試
験
日　

８
月
29
日
（
金
）

▼
試
験
会
場　

東
海
大
学
熊
本
校

舎
（
熊
本
市
東
区
）

▼
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度

で
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど

で
２
年
以
上
の
調
理
業
務
従
事

経
験
の
あ
る
人

▼
願
書
配
布　

各
保
健
所
、
県
健

康
づ
く
り
推
進
課
な
ど
で
配
付

▼
願
書
受
付　

６
月
16
日
（
月
）

～
20
日
（
金
）

▼
提
出
先　

熊
本
市
居
住
者
は
熊

本
市
保
健
所
、
熊
本
市
外
の
県

内
居
住
者
は
県
保
健
所

▼
問
合
せ
先　

県
健
康
づ
く
り
推

進
課　

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２

県
民
介
護
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す

　

県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

で
は
、
一
般
県
民
を
対
象
に
年
間

を
通
し
て
実
施
し
て
い
る
介
護
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

講
座
内
容
や
申
込
書
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
熊
本
県
介
護
実
習
・

普
及
セ
ン
タ
ー
（http://w

w
w

.
saw

ayaka.or.jp

）」
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

６
月
30
日
（
月
）

ま
で

▼
問
合
せ
先　

県
介
護
実
習
・
普

及
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
９
１

平
成
26
年
度
介
護
支
援
専

門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

を
実
施
し
ま
す

▼
試
験
日
時　

10
月
26
日
（
日
）

午
前
10
時
開
始

▼
試
験
会
場　

熊
本
大
学
（
熊
本

市
中
央
区
）、
熊
本
学
園
大
学

（
熊
本
市
中
央
区
）

※
試
験
会
場
の
指
定
は
で
き
ま
せ

ん
。

▼
受
験
資
格　

原
則
と
し
て
、
保

健
、
医
療
、
福
祉
の
分
野
で
通

算
５
年
（
一
部
10
年
）
以
上
の

実
務
経
験
を
有
す
る
人

※
詳
細
は
「
試
験
案
内
」
を
参
照

く
だ
さ
い
。

▼
試
験
案
内
の
配
付
期
間　

７
月

18
日
（
金
）
ま
で

▼
試
験
案
内
の
配
付
場
所　

県
社

会
福
祉
協
議
会
（
福
祉
人
材
・

研
修
セ
ン
タ
ー
）、
各
市
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
（
支
所
含

む
）、
県
認
知
症
対
策
・
地
域

ケ
ア
推
進
課
、
熊
本
市
高
齢
介

護
福
祉
課

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
試
験
案
内
の
配
付

は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間　

６
月
16
日
（
月
）

～
７
月
18
日
（
金
）

▼
申
込
方
法　

申
込
書
は
、
所
定

の
専
用
封
筒
を
使
用
し
、
１
通

に
つ
き
１
人
分
を
、
必
ず
簡
易

書
留
に
よ
り
県
社
会
福
祉
協
議

会
（
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
）
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
７
月
18
日
の
消
印
有
効
）

※
持
参
に
よ
る
申
込
書
の
受
付
は

行
い
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先　

県
社
会
福
祉
協
議

会
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
２
２
）
８
０
７
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
樹
木
管
理
講
習
会
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す

　

こ
の
講
習
会
は
、
厚
生
労
働
省

の
委
託
を
受
け
、
高
年
齢
求
職
者

の
雇
用･

就
業
に
結
び
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
受
講
料　

無
料

▼
受
講
対
象
者

○
55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

求
職
登
録
者(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

カ
ー
ド
保
持
者
）

○
７
日
間
す
べ
て
の
日
程
に
参
加

で
き
、
剪
定
な
ど
の
雇
用･

就

業
を
希
望
さ
れ
る
人

▼
日
程　

７
月
23
日
（
水
）
～
31

日
（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
４

時
※
７
月
26
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）

は
休
み　

▼
講
習
会
場

○
学
科　

松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」

○
実
技　

松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」
周
辺
、合
津
港
フ
ェ

リ
ー
乗
り
場
周
辺
な
ど

▼
講
習
内
容　

剪
定
整
枝
の
基

礎
、
病
害
虫
の
駆
除
、
施
肥
の

仕
方
な
ど

▼
募
集
人
員　

25
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
選
考
と
な
り
ま
す
）

▼
申
込
締
切
日　

７
月
９
日（
水
）

▼
申
込
方
法　

電
話
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
お
よ
び
実
技
で
使
用
す
る

道
具
類
は
、
各
自
で
用
意
し
て

く
だ
さ
い

▼
申
込
・
問
合
せ
先　
（
公
社
）

上
天
草
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
樹
木
管
理
講
習
係

　

☎
０
９
６
４
（
59
）
２
２
２
８

円
。
日
程
な
ど
の
詳
細
は
、
日
本

遺
族
会
事
務
局
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
先　

上
天
草
市
遺
族
連
合

会

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
４
０
４
０

▼
問
合
せ
先　

日
本
遺
族
会
事
務

局

　

☎
03
（
３
２
６
１
）
５
５
２
１

戸建木造住宅の耐震診断費を補助します

　市には、戸建木造住宅の耐震診断を行う際、費用の一部を補助する制度があります。

【事業の概要】
○耐震診断を行う戸建木造住宅の所有者にその費用の一

部を補助します。

○市と協定を締結している（社）熊本県建築士会が建築

士事務所を選定し、建築士が精密診断法による耐震診

断を行います。

○申請者と（社）熊本県建築士会および建築士事務所の

３者が契約を締結し、耐震診断を実施します。

【補助対象建築物】※次のいずれにも該当するもの

○市内にある、人が住んでいる戸建木造住宅（空き家は

対象外）

○従来軸組構法によって建てられた平屋建て、もしくは

２階建てのもの

○昭和 56 年５月 31 日以前に着工したもの

○原則として、建築基準法に係る違反のないもの

※店舗や増築部分がある住宅は、補助の対象外となる場

合もあります。

【補助対象者】　

　市内の住宅の所有者で、市税、使用料の滞納がない人

【補助金の額】　

　耐震診断に要する費用の２／３以内の額で、１戸につ

き８万円を限度とします。

【募集戸数】　

　５戸程度（先着順）

【申込方法】　

　申請書に必要書類を添付し、

都市整備課（松島庁舎）に提

出してください。

※申込みをされる場合は、事前に都市整備課にご連絡く

ださい。

【問合せ先】　

　都市整備課都市計画・住宅係 　☎ 0969（28）3366

青
少
年
交
歓
キ
ャ
ン
プ
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

国
際
奉
仕
団
体
の
御
船
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
姉
妹
提
携

の
記
念
事
業
と
し
て
、
毎
年
交
互

に
実
施
し
て
い
る
「
青
少
年
交
歓

キ
ャ
ン
プ
」
も
今
年
で
26
回
目
と

な
り
ま
し
た
。

　

御
船
町
の
小
学
生
（
山
の
子
）

と
上
天
草
市
の
小
学
生（
海
の
子
）

と
の
楽
し
い
交
流
の
集
い
で
す
。

初
参
加
も
大
歓
迎
。
参
加
費
は
両

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
負
担
し
ま

す
の
で
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

８
月
７
日
（
木
）
～
８

日
（
金
）

▼
場
所　

吉
無
田
高
原「
緑
の
村
」

キ
ャ
ン
プ
場
（
御
船
町
）

※
送
迎
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
手
配
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、
川
遊
び
、
恐
竜
博
物
館

見
学
な
ど
を
予
定

▼
対
象　

小
学
４
年
生
～
６
年
生

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▼
募
集
期
間　

７
月
１
日
（
火
）

～
18
日
（
金
）

▼
申
込
方
法　

ま
ず
は
電
話
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

パ
ー
ル
ラ

イ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

☎
０
９
６
９
（
56
）
２
９
３
９

そ
の
他

☎
総
務
課

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
強
調
月
間
で
す

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
明

里
親
制
度
説
明
会
を
開
催
し

ま
す

　

里
親
と
は
、
児
童
虐
待
や
経
済

的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
を
保
護
者
に
代
わ
っ
て
育

て
る
人
を
い
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
新
た
に
里
親
に
な
っ

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
は「
里
親
」に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
里
親
制

度
説
明
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。里
親
に
興
味
の
あ
る
人
、

里
親
を
希
望
さ
れ
て
い
る
人
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

７
月
17
日
（
木
） 

午
後

１
時
30
分
～

▼
場
所　

県
天
草
地
域
振
興
局
２

階
第
２
小
会
議
室

▼
内
容　

制
度
説
明
、
個
別
相
談

▼
問
合
せ
先　

県
子
ど
も
家
庭
福

祉
課

県
立
天
草
支
援
学
校
「
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し

ま
す

　

県
立
天
草
支
援
学
校
の
学
習
活

動
や
学
校
施
設
を
公
開
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

希
望
さ
れ
る
人
に
は
、
個
別
相
談

を
行
い
、
今
後
の
就
学
、
進
学
の

た
め
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

▼
期
日

　
【
小
・
中
学
部
】
６
月
17
日
（
火
）

　
【
高
等
部
】
６
月
26
日
（
木
）

▼
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
場
所　

天
草
支
援
学
校
（
天
草

市
）

▼
内
容　

学
校
概
要
説
明
、
公
開

授
業
、
個
別
相
談
（
希
望
者
の

み
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

天
草
支
援

学
校

　

☎
０
９
６
９
（
23
）
０
１
４
１

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
２
８

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　

こ
の
月
間
中
に
、
市
で
は
、
保

護
司
会
や
更
生
保
護
女
性
会
と
協

力
し
て
イ
ベ
ン
ト
や
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
の
行
動
目
標
お

よ
び
重
点
事
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
行
動
目
標

○
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

○
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う

地
域
社
会
で
支
え
よ
う

○
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域

社
会
の
理
解
と
協
力
の
輪
を
広

げ
よ
う

▼
重
点
事
項

○
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
み
に

つ
い
て
の
協
力
の
拡
大

○
就
労
・
住
居
な
ど
の
生
活
基
盤
づ

く
り
に
つ
な
が
る
取
組
み
の
推
進

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６
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お知らせ

  

国民年金保険料の免除等申請期
間が拡大されました 

平成 26 年４月から国民年金保険料

の免除などの申請ができる期間が拡

大されました。

従来までの制度では、免除等申請

できる期間は、申請時点の直前の７

月～翌年６月（学生納付特例の申請

は、申請時点の直前の４月～翌年３

月）となっていましたが、平成 26 年

４月からは納付期限から２年を経過

していない期間（申請時点から２年

１カ月前までの期間）の免除等申請

が可能となりました。

　例）平成 26 年６月申請の場合

　免除の申請可能期間

　学生納付特例の申請可能期間

■相談・問合せ先
○本渡年金事務所
　☎ 0969（24）2154
○市保健課後期高齢者医療年金係
　☎ 0969（28）3375

ねんきんで笑顔

市のデータ
人 　 口　29,947人（-    41）
男 　 性　	14,089人（-    11）
女 　 性　15,858人（-    30）
世 帯 数　	12,176戸（-　  9）
市の面積	      126.15㎢

平成26年5月31日現在（　）は前月比

改正前
平成 25 年７月～平成 26 年６月
改正後（平成 26 年４月～）
平成 24 年５月～平成 26 年６月

改正前
平成 26 年 4月～平成 27 年３月
改正後（平成 26 年４月～）
平成 24 年５月～平成 27 年３月

平成 26年度通所型介護予防事業（運動教室）

実施事業所の公募に係る説明会を開催します

　市では、２次予防事業対象者に対し運動教室を実施しています。参加対象

者を拡大し、介護予防の取組みを強化していくことや平成 27 年度の法改正

にかかる基盤整備のため、広く実施事業所（介護サービス事業所、ＮＰＯ法

人、健康増進施設、現に介護予防の取組みを実施している事業所など）を公

募します。

　なお、公募にあたって事業説明会を次のとおり行います。事業実施を検討

される事業所は、説明会にご参加ください。

■日時　７月３日（木）　午後２時 30 分～（１時間半程度）

■場所　松島庁舎　３階大会議室

■内容　事業内容の説明

　　　　事業実施までの流れについてなど

■申込締切　６月 27 日（金）

■申込・問合せ先　高齢者ふれあい課地域包括支援係

　　　　　　　　　☎ 0969（28）3378

６
月
は
「
食
育
月
間
」

で
す

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て

い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源

で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む
こ

と
の
大
切
さ
、
食
の
持
つ
多
様
な

役
割
な
ど
、
家
族
や
身
近
な
人
と

「
食
」
を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

県
で
は
、「
く
ま
も
と
食
で
育

む
命
・
絆
・
夢
プ
ラ
ン
（
熊
本
県

健
康
食
生
活
・
食
育
推
進
計
画
）」

に
基
づ
き
、
食
育
の
取
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

県
健
康
づ
く
り
推

☎
環
境
衛
生
課

「
雨
の
日
」
の
ご
み
の
収

集
に
つ
い
て
お
願
い

　

今
年
も
梅
雨
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
収
集
日
に
雨
が
降
っ
て

い
る
、
も
し
く
は
降
り
そ
う
な
と

き
は
、「
布
団
」・「
じ
ゅ
う
た
ん
」

な
ど
の
水
を
吸
収
す
る
粗
大
ご
み

お
よ
び
「
紙
類
」・「
古
着
類
」
の

資
源
物
は
出
さ
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

紙
類
は
雨
に
濡
れ
る
と
シ
ミ
の

原
因
と
な
り
品
質
が
低
下
し
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
衣
類
は
カ
ビ

の
発
生
お
よ
び
傷
み
な
ど
の
原
因

と
な
り
再
資
源
化
が
難
し
く
な
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
み
の
再

資
源
化
の
促
進
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

環
境
衛
生
課
衛
生

係　

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
４

☎
総
務
課

６
月
23
日
～
29
日
は
「
男

女
共
同
参
画
週
間
」
で
す

　

今
年
度
は
、「
家
事
場
の
パ
パ

ヂ
カ
ラ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で「
男

女
共
同
参
画
週
間
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学

校
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実

現
す
る
た
め
に
は
行
政
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り

の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
女
が

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
共
に
協
力
し
、

共
に
責
任
を
担
い
、
誰
も
が
住
み

や
す
い
社
会
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
で
す
。
そ
の
実
現
に
は
、「
自

分
を
大
切
に
思
う
こ
と
と
同
じ
重

さ
で
自
分
以
外
の
人
を
大
切
に
思

う
」
よ
う
に
、
男
女
が
お
互
い
を

認
め
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
私
た
ち
の
ま
わ
り

の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

☎
企
画
政
策
課

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス

‐
基
礎
調
査
・
商
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
７

月
１
日
に
、
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基

礎
調
査
と
商
業
統
計
調
査
を
一
体

的
に
実
施
し
ま
す
。

　

経
済
セ
ン
サ
ス
は
、
事
業
所
・

企
業
の
基
本
構
造
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
各
種
統
計
調
査
の

母
集
団
情
報
の
整
備
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

商
業
統
計
調
査
は
、
商
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
、
商
業
に
関
す

る
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

市
内
事
業
所
に
お
き
ま
し
て

は
、
統
計
調
査
員
が
調
査
票
の
ご

記
入
を
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の

で
、調
査
票
へ
の
ご
記
入
ま
た
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
の
内
容
は
、
統

計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に
保
護
さ
れ

ま
す
。
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る

調
査
関
係
者
が
調
査
で
知
り
得
た

内
容
を
ほ
か
に
漏
ら
し
た
り
、
統

計
を
作
成
・
分
析
す
る
目
的
以
外

に
調
査
票
を
使
用
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
統
計
法
に

よ
り
固
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

企
画
政
策
課
ま
ち

づ
く
り
・
統
計
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
９

中小企業、 商工業設備投資資金利子補給補助金のお知らせ

　市では中小企業および商工業の事業所が積極的に事業展開される場合の設備投資および設備貸与のため

の事業資金に対する利子補給を行っています。地域経済の活性化、地場産業の発展を目的としていますので、

多くの事業所のご利用をお願いします。

【利子補給補助金の対象事業者】
○中小企業信用保険法第２条第１項に該当する中小企業

○商工会法で規定する常時従業員 20 人以下の事業者（商

業およびサービス業は５人以下の事業者）

○本市に住所および事業所を有する商工会員

○市税に滞納がない事業者

【対象事業】
○事業用店舗、倉庫、工場、事務所の新増改築

○製造または営業を目的とする機械設備の導入

○顧客用の無料駐車場の新改設

○運送業、宅配サービスまたは移動販売を目的とする車

両購入など

【利子期間】
　融資から３年以内

【補助割合など】
　借入金利のうち年２％以内、限度額年 20 万円

　

　詳しくは産業雇用創出課または市商工会各支所までお

問い合わせください。

【問合せ先】　
○市役所

　産業雇用創出課企業誘致・産業支援係

　☎ 0964（26）5531

○市商工会

・大矢野支所　☎ 0964（56）0244

・松島支所　　☎ 0969（56）0244 

・姫戸支所　　☎ 0969（58）2166 

・龍ヶ岳支所　☎ 0969（62）1151 

☎
農
林
水
産
課

「
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
」
に
引

き
続
き
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

４
月
上
旬
、
大
矢
野
町
の
海
岸

で
「
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
」
が
発
見

さ
れ
て
以
来
、
市
内
に
お
い
て
数

カ
所
で
の
発
見
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
」
は
、
そ

の
唾
液
に
強
力
な
神
経
毒
で
あ
る

テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
を
含
ん
で
お

り
、
人
間
が
噛
ま
れ
る
と
、
呼
吸

困
難
や
麻
痺
を
起
こ
す
危
険
な
生

物
で
す
。
体
長
は
10
㌢
ほ
ど
の
小

型
の
タ
コ
で
、
刺
激
を
受
け
る
と

青
い
輪
や
線
の
模
様
の
あ
る
明
る

い
黄
色
（
ヒ
ョ
ウ
柄
）
に
変
化
し

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
が
、海
岸
な
ど
で「
ヒ
ョ

ウ
モ
ン
ダ
コ
」
を
発
見
し
て
も
、

決
し
て
接
触
や
採
取
な
ど
し
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
発
見
し
た
場
合
は
農
林

水
産
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

農
林
水
産
課
水
産

漁
港
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
４
０

進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
入
替

作
業
に
伴
い
、
検
査
機
器
の
使
用

が
で
き
ず
、「
診
察
」
や
「
お
薬

渡
し
」
な
ど
も
長
時
間
に
な
る
た

め
、
救
急
お
よ
び
時
間
外
の
診
療

を
原
則
中
止
し
ま
す
。

　

可
能
な
限
り
、「
休
日
当
番
医
」

や
「
他
の
救
急
医
療
機
関
」
の
受

診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
中
止
期
間
中
に
当
院
へ

の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
電
話
に
て
症
状
な
ど
を
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

済
生
会
み
す
み
病
院
か
ら

「
救
急
・
時
間
外
診
療
中
止
」

の
お
知
ら
せ

▼
診
療
中
止
期
間　

６
月
20
日

（
金
）
午
後
５
時
～
23
日
（
月
）

午
前
９
時

※
22
日
の
午
後
か
ら
段
階
的
に
制

限
を
解
除
し
、
23
日
（
月
）
午

前
中
よ
り
通
常
診
療
を
行
う
予

定
で
す
。

▼
問
合
せ
先　

済
生
会
み
す
み
病

院

　

☎
０
９
６
４
（
53
）
１
６
５
６
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お知らせ

　

こんにちは、

地域包括支援センターです

介護予防サービスについて

　市では、4 月、65 歳以上で介護

（予防）認定を受けていない人全員

を対象に、「高齢者の介護予防と生

活に関するアンケート調査」を実

施しました。

　このアンケートでは、今後、要

支援・要介護状態になる可能性な

どを見ています。結果は、アンケ

ートにご回答いただいたすべての

人へ郵送します。

　ご自身の結果を確認され、今後

の生活にお役立てください。

　なお、要支援・要介護状態にな

るリスクの高さに応じて次のサー

ビスを受けることができます。

【サービス内容例】

○介護予防講演会

○あっぷあっぷさろん（ひだまり

さろん）

○いきいき高齢者教室

○運動器の機能向上（ストレッチ、

筋力トレーニング、有酸素運動、

バランストレーニングなどの指

導や運動に関する相談受付）

○閉じこもり・うつ・認知症の予

防（運動や機能訓練などの各種

教室への参加呼びかけ、うつ・

認知症の治療の必要性の確認）

など

　詳しくは６月 23 日以降にお届け

する結果をご覧ください。

【問合せ先】
市地域包括支援センター（松島庁舎）

☎ 0969（28）3378

国民健康保険被保険者証などの更新についてのお知らせ

国民健康保険被保険者証について
　上天草市国民健康保険の被保険者の人にお渡ししてある保険証の有効期限は、ほとんどのものが７月 31 日

までとなっています。新しい被保険者証は、７月に世帯主あてに簡易書留で郵送する予定です。

　ただし、国民健康保険税の滞納がある世帯については、別途ご案内しますので窓口での受取りをお願いします。

限度額適用認定証、限度額適用・標準負担額減額認定証について

　８月以降も認定証が必要な人は、８月になってから、改めて窓口で申請をお願いします。後期高齢者医療制

度では自動更新となりますが、国保の場合は申請が必要となりますのでお間違えのないようご注意ください。

　なお、国民健康保険税の滞納があると交付できません。

対象者 所得区分 認定証
自己負担限度額

外来 入院

70 歳未満

上位所得者
限度額適用認定証

15 万円＋（医療費－ 50 万円）×１％

一般 8 万 100 円＋（医療費－ 26 万 7000 円）×１％

住民税非課税
限度額適用・
標準負担額減額認定証

3 万 5400 円

前期高齢者
（70～74歳）

現役並み所得者 必要なし
（保険証で限度額適用）

4 万 4400 円 8 万 100 円＋（医療費－ 26 万 7000 円）×１％

一般 1 万 2000 円 4 万 4400 円

低所得Ⅱ 限度額適用・
標準負担額減額認定証

8000 円
2 万 4600 円

低所得Ⅰ 1 万 5000 円

○限度額適用認定証…医療機関に提示すると保険適用医療費の支払いが自己負担限度額までになります。

○限度額適用・標準負担額減額認定証…医療機関に提示すると入院時の食事代の自己負担額（１食あたり 260 円）

が、住民税非課税世帯の場合 210 円、低所得者Ⅰの場合 100 円に減額となります。非課税世帯で 90 日を超

える入院の場合 160 円に減額となりますが、別途手続きが必要です。現在、認定を受けている人も更新時に

改めて申し出てください。　　　　　　　　　

    　                                         【問合せ先】保健課国民健康保険係　☎ 0969（28）3354

☎
監
理
課

工
事
等
入
札
結
果

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
５
月
８
日
入
札
分

▼
上
天
草
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
策
定
業
務
委
託

①
上
天
草
市
一
円

②
昭
和
（
株
）
熊
本
営
業
所
（
熊

本
市
）

③
４
８
６
万
円

④
５
月
～
平
成
27
年
３
月

▼
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
改
修
工
事
（
大

矢
野
地
区
）

①
大
矢
野
町
一
円

②（
有
）小
松
野
電
気（
大
矢
野
町
）

③
２
６
１
万
３
６
０
０
円

④
５
月
～
９
月

▼
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
改
修
工
事
（
松

島
地
区
）

①
松
島
町
一
円

②
キ
ム
ラ
デ
ン
キ
（
松
島
町
）

③
１
２
８
万
５
２
０
０
円

④
５
月
～
７
月

▼
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
改
修
工
事
（
姫

戸
・
龍
ヶ
岳
地
区
）

①
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
町
一
円

②
山
本
住
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
１
１
２
万
８
６
０
０
円

④
５
月
～
７
月

▼
市
道
三
年
ヶ
浦
線　

路
線
変
更

に
伴
う
配
水
管
布
設
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
有
）
水
元
電
気
（
大
矢
野
町
）

③
１
５
０
万
１
２
０
０
円

④
５
月
～
７
月

▼
上
天
草
市
上
水
道
漏
水
調
査
業

務
委
託
（
大
矢
野
町
）

①
大
矢
野
町
一
円

②（
株
）日
本
ス
イ
コ
ー（
熊
本
市
）

③
２
７
０
万
円

④
５
月
～
11
月

▼
上
天
草
市
上
水
道
漏
水
調
査
業

務
委
託
（
松
島
地
区
）

①
松
島
町
一
円

②（
株
）日
本
ス
イ
コ
ー（
熊
本
市
）

③
２
１
６
万
円

④
５
月
～
11
月

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
終

息
に
つ
い
て

　

県
内
で
４
月
に
発
生
し
た
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
５
月
８
日
に
終

息
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
車
両
消

毒
を
は
じ
め
と
す
る
防
疫
対
策
へ

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
県
産
の
鶏
肉
や
鶏
卵

な
ど
の
安
全
・
安
心
な
農
林
水
産

物
を
皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る
た

め
、
食
の
安
全
確
保
を
第
一
に
、

引
き
続
き
生
産
者
や
関
係
機
関
と

連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
県
農
林
水
産
政
策
課

　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
１
１
１
１

▼
上
天
草
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
作

成
業
務
委
託

①
上
天
草
市
一
円

②
東
亜
建
設
技
術
（
株
）
熊
本
営

業
所
（
熊
本
市
）

③
３
９
５
万
２
８
０
０
円

④
５
月
～
平
成
27
年
１
月

▼
上
天
草
市
浸
水
被
害
地
区
原
因

調
査
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②
九
州
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
株
）
南
九
州
支
店
（
熊
本
市
）

③
３
５
５
万
３
２
０
０
円

④
５
月
～
８
月

▼
上
天
草
市
社
会
資
本
総
合
整
備

計
画
作
成
業
務
委
託

①
上
天
草
市
一
円

②
（
株
）
パ
ス
コ
熊
本
支
店
（
熊

本
市
）

③
１
７
２
万
８
０
０
０
円

④
５
月
～
７
月

▼
問
合
せ
先　

監
理
課
契
約
検
査
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
３

労
働
保
険
年
度
更
新
の

手
続
き
は
７
月
10
日
ま

で
で
す

　

今
年
度
の
申
告
・
納
付
の
期
限

は
７
月
10
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
熊
本
労
働
局
ま
た
は
県
内

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
日

本
銀
行
歳
入
代
理
店
の
金
融
機

関
、
郵
便
局
で
申
告
・
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
６
月
27
日
か
ら
７
月
９

日
に
か
け
て
県
内
各
地
で
開
催
す

る
集
合
受
付
会
場
に
お
い
て
も
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
集
合

受
付
会
場
の
日
程
な
ど
は
事
業
主

の
皆
さ
ま
に
送
付
す
る
申
告
書
に

同
封
の
「
熊
本
労
働
局
か
ら
の
お

知
ら
せ
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
労
働
保
険
料
を
申
告
さ

れ
る
際
に
は
、「
労
働
保
険
概
算
・

確
定
保
険
料
申
告
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

　

年
度
更
新
手
続
き
を
怠
り
ま
す

と
、「
国
」
が
職
権
で
追
徴
金
を

徴
収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
期
限
内
に
申
告
・
納
付

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
の
総
称
）
は
、
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
い
て
、
一
人
で
も
労

働
者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合
は
、

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

制
度
で
す
。
労
働
者
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
の
皆
さ
ま
で
、
ま
だ

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
済
ま

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
の
上
、
速

や
か
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

○
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
２

○
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
（
９
９
５
）
９
８
６

　

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
南
風
苑
・

松
朗
園
・
き
ら
ら
の
里
・
翔
洋
苑
・

相
生
荘
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介
し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
タ

カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、
天
美
会
、、

創
作
菓
子
工
房
ア
ロ
ー
ム
、
本

郷
絵
手
紙
も
み
じ
会
、
天
理
教

大
矢
野
支
部
、
吉
川
キ
ヨ
カ
、

圓
尾
玲
子
、
山
下
エ
ツ
子
、
西

山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
濱
口
民
謡

教
室
、
田
原
正
英
、
阿
村
婦
人

会
、
木
下
と
も
子
、
坂
元
裕
生
、

な
ご
み
、
龍
ヶ
岳
町
老
人
ク
ラ

ブ
・
洗
濯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
ふ
る
さ
と
納
税

▽
地
場
産
業
の
育
成
事
業

○
塚
本
浩
晴
（
東
京
都
練
馬
区
）

▼
広
報
に
寄
付

○
有
馬
み
つ
ぐ（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

○
碇
り
つ
子
（
大
阪
府
大
阪
市
）

○
緒
方
義
郎
（
大
阪
府
枚
方
市
）

○
嘉
悦
忠（
大
阪
府
河
内
長
野
市
）

○
上
村
直
人
（
大
阪
府
阪
南
市
）

○
小
西
忠
行（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

○
志
水
勝
喜
（
千
葉
県
船
橋
市
）

○
瀧
下
喜
代
一（
兵
庫
県
西
宮
市
）

○
中
道
康
夫
（
新
潟
県
佐
渡
市
）

○
何
川
偉
成（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

○
西
弘
子
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

○
波
戸
内
徹（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

○
平
野
幸
男
（
愛
知
県
瀬
戸
市
）

○
松
尾
清
（
大
阪
府
大
阪
市
）

○
元
島
義
春
（
奈
良
県
橿
原
市
）

○
山
口
富
士
夫（
大
阪
府
大
阪
市
）

○
森
田
明
成
（
大
阪
府
泉
北
郡
）
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上天草市に在住している1～３歳のお子
さんで①住所②子どもの氏名③ふりが
な④生年月日⑤保護者の氏名⑥子ども
に対するコメント（30字以内・どなたか
らでも結構です）⑦連絡先を添えて上天
草市市長公室広報係（〒869ー3692上
天草市大矢野町上1514）まで送ってく
ださい。なお、写真の裏面には、お子さん
のお名前を記入してください。応募多数
の場合は、先着順に掲載となりますので
ご了承ください。
※原則お写真の返却は致しませんのでご了承下
　さい

かわいい子どもの写真を
募集しています！
かわいい子どもの写真を
募集しています！

　 県水産研究センターが主導するヒジキ増殖の取組み

に、天草漁協や漁業者など約 20 人が参加し、成果

が実を結びはじめました。これは、天草地域で深刻な

藻場の減少とヒジキの収穫量低下を漁業者みずから

で防ぐため、昨年２月から行ってきた取組みで「県内

でもうまくいった事例」と同センター長山研究参事。

　 増殖方法は、親のヒジキから採集した種を基板とな

る20㌢角のブロックに定着させ、芽が出るまで育成し、

基板を磯の岩場にボルトで固定するというもの。５月

に行われた事後調査では、長さ70㌢以上に育ったヒ

ジキを確認、わずかな条件の違いで定着の有無に差

が有ることなどが分かり、「結果を次のステップにつ

なげたい」と参加者が今後の意気込みを語りました。

再生紙を
使用しています

漁業関係者によるヒジキ増殖の取組み

※ヒジキは漁協が増殖管理をしていますので、一般
の人は無断で獲らないようにご注意ください。

●誕生日　平成 23年 12月 17日
●パパ　　荒木　治年さん
●ママ　　　　　美紀さん
●両親からひとこと
　元気でやさしい人に育ってね！！

荒木悠凪くん

大矢野町

▽
い
よ
い
よ
梅
雨
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
外
出
す
る
時
は
何
か
と
不
便
で
す

が
、
家
の
中
に
い
る
と
意
外
と
雨
は
良
い

も
の
で
す
。
▽
雨
音
を
聞
き
な
が
ら
家
の

中
で
飲
む
コ
ー
ヒ
ー
は
、
な
に
か
優
雅
な

気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
日
本
酒
な
ど

も
風
流
で
す
ね
。（
笑
）
▽
皆
さ
ま
も
雨

の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

（
Ｉ
）

▽
例
年
ど
お
り
で
し
た
ら
、
こ
の
広
報
６

月
号
が
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
は

梅
雨
で
す
ね
。
▽
農
作
物
に
は
恵
の
雨
と

も
な
り
ま
す
が
、
急
な
大
雨
や
長
く
雨
が

続
く
時
な
ど
は
災
害
へ
の
注
意
が
必
要
で

す
。
気
象
情
報
な
ど
に
十
分
な
注
意
を
。

ご
家
庭
で
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
も
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

編

集
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